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Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事

章 項     目 特    記    事    項

１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

分別解体等の方法

上部構造部分・　

基礎・基礎ぐい

造成等

外装

屋根

その他

(　　　　)

工程

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

作業の有無

・有・無

・有・無

・有・無

・有・無

・有・無

・有・無

分別解体等の方法

建築設備・内装等

 ・建設発生木材

 その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

 12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行 

 令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設

 リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の

 実施について適正な措置を講ずることとする。

　 工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条

 件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

1.適用基準等

2.発生材の

　処理等

(1.3.8)

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 敷地調査共通仕様書

・ 引渡を要するもの　（・無　　　　・　　　　　）

・ 現場において再利用を図るもの(　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 特別管理産業廃棄物　・有(　　　　　　)　処理方法(　　　　　　)

 する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に

 係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関

 よるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理し、

 監督員に報告する。

3.建設副産物

　情報交換

　システムの

　利用

(マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。)

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成22年版）

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成24年版）

  引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監督員

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に

工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、

「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換

実績報告を行うこと。

システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ

が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して

当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物

処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

　　・施工可能日

　　・施工可能時間帯

　　・部位別の施工順序

　　・工事車両の駐車場

　　・資材置場

　廃棄物税

4.三重県産業

5.施工条件  下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。

　　　（・ 指定なし　　・ 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり　）

　　　（・ 指定なし　　・　　　　　　　　　）

　　　（・ 指定なし　　・　　　時～　　　時　）

　　　（・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　））

　　　（・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　））

　建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連

工事を含めた各工事が支障のない状態にまで完了していること。 

6.概成工期

7.部分引渡し

　部分使用 　　指定部分（・　　　　　　　　　　　）

　　時期（　平成　　年　月　日～　）

　適用する

　職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

1） 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能

(1.5.2)

 (1.3.3)

　技術者

8.埋蔵文化財

　調査

　埋蔵文化財調査が行われる場合は協力すること。

　・部分引渡しあり　　・部分使用あり

　・発掘調査等の実施あり

　・発見された場合、発掘調査等の実施あり

9.電気保安

10.技能士

11.建築材料

   等

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、

 へ提出すること。

Ⅲ．建築工事仕様

１.共通仕様

２.特記仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

 を有する新品とするほか「建築 材料・設備機材等品質性能評価事業

建築材料等評価名簿」(最新版) と同等とする。品質が求められる水

準以上であれば、県内生産品の 優先使用に努めること。

2） 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては極力県内の取扱

業者から購入するよう努めること。

3） 製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、

 三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材

 「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材

 認証機構が認証する「あかね材」の優先利用に努めること。

 製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠

 した証明書を、監督員に提出すること。

4） 本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

5） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

 Ｆ☆☆☆☆以上とする。

推進条例に基づく認定製品を使用する。ただし認定製品が入手で

きない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

7） 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用

(認定製品の品名：　・　　　　　　　　　　　　　　　)

推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。

(認定製品の品名：　間伐材製工事用バリケード・看板・標示板

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

住宅

その他

　報告書提出部数　2部

学校,教育施設

　濃度測定

(1.5.9) ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　対象箇所（・図示(図面番号：      )　・(　　　　　　　　）)

　測定方法（・パッシブ法　 ・アクティブ法　）

12.化学物質の

21.養生その他

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の

指定工法による。

された建設機械の使用に努めること。

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定

　 の工法

　 の防止

13.特別な材料

14.騒音・振動

15.工事写真

　電子納品とし、次のものを提出する。

　　　CD　部数は「18 電子納品」を参照

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置

(1)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱

・ 完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

・ デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

・ 工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル

 工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

 （提出部数　　・ ２部　　・ 　部 ）

・ 工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事

 完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

 （提出部数　　・ ２部　　・ 　部 ）

施工範囲

　との取合い ・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

・駆動装置又は電動建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

・設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督

　員の承諾を受けること。

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報する

　発生時 とともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日

までに監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、

当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　 優先使用

　 落札方式

  受けた場合

　の措置

（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

・ 箇所数は外観4面各室2面程度とする。

　規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

・ アルバム 1部 (大きさ 335mm×290mm程度)

  本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方

は三重県内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を

有する者の中から選定するよう努めること。

　本工事で提案不履行があった場合は、本工事完成年度の翌年度に総合

評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）で、貴社の評価

点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。

　完成図はCADにより作成することとし、著作権にかかる使用権は

発注者に移譲するものとする。

・ 図示のベンチマーク(B.M)　　　　　　　mm

（現状地盤はB.M 　　　　　　　mm）

16.完成図等

17.完成写真

18.電子納品

19.設備工事

20.設計GL

22.事故の

23.県内企業

24.総合評価

25.不当介入を

　営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(平成24年版))に従い撮影する。

・ 作成する (・ 完成図　　・ 保全に関する資料　　・ (　　　　))

 　これを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに
　受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者

・ガードフェンス、　・　　　　　　　　)

・ 再資源化を図るもの　・コンクリート塊

 ・アスファルトコンクリート塊

6） 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用

要網第2条第1項第14号）を受けた場合の措置について

 　第2条第1項第12号)による不当介入を受けた場合は、断固として

31.火災保険等

(3)受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れ

　 が生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　な場合は、建築にて設置届を提出するものとする。

　び建築に関する部分の記述）を行うこと。

1） 消火器の設置届については、電気及び機械設備にて設置届が不要

2） 防火対象物使用開始届については書類の作成（建築図面の用意及

　場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、

の専任を要し

ない期間

  請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、

  資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間)については、主任

  技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

    なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員と

  の打合せにおいて定める。

検査完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した場合を

除く。)、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任

技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が

とする。

1）現場施工に着手するまで期間

2）検査終了後の期間

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

　 中止

　を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う

　工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に

　関する基本的事項を明らかにする。

　すること。

 　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止

　 工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全

　期間中における工事現場の管理に関する計画(以下「基本計画書」という。)

　 労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある

法に基づく労衛

生害防止措置

　請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

27.主任技術者

又は監理技術者

28.工事の一時

29.労働安全衛生

30.建築基準法

に基づき定まる

風圧力及び

積雪荷重

建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速 Vo = 34 m/s

地表面粗度区分　（・Ⅱ　・Ⅲ）

積雪区分　（　　）cm

　三重県建設工事請負契約書第52条第1項の規定により、火災保険、

建設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券等を

提示しなければならない。

　（１）保険の目的物　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

　（２）保険の加入期間　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しまでの間

　（３）保険金額　　　　原則として請負金額に相当する金額

32.不正軽油の

使用の禁止

1）一般事項

機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不

正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規

定に違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協

県工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資

力しなければならない。また、受注者は下請負者等に同調査に協力

するよう管理及び監督しなければならない。

受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を

講じなければならない。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使

用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督

3)是正措置

しなければならない。

終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日

　本工事の受注者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の

 　三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行

   うこと。

　 協力を行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者

　 への報告は必ず文書で行うこと。

(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書

(以下「標準仕様書」という。)による。

及び公共建築工事標準仕様書(「建築工事編」平成25年版[平成26年3月改定]）

特記仕様書１

2014 － Nov

Ａ－０１

三重県津市夢が丘１丁目１番地１

45,038.37㎡

３.　工事内容

２.　敷地面積

１.　工事場所

トイレ棟

Ｓ造

74.40㎡

160.40㎡

工事項目

延べ面積

建築面積

構　造

棟名称

増築工事（建築、電気設備、機械設備、外構）

　書類

26.消防提出

30
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Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事

(4.5.3)

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

適用

規模

　・ 利用できる    ・ 利用できない

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

種類 机・いす 書棚 黒板・白板 掛時計 温度計

数量 組 台 個 個 個

種類 長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ロッカー

数量 足 着 個 個 台

種類 消火器 掃除具 インターネット 冷暖房機器
電話・FAX

数量 個 個 台 台 台

部 位 等 仕 上 げ

床 合板張り又はビニール床シート張り

内壁・天井

屋根 溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

配置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

・設置する。

監督員事務所の規模（単位：㎡）

10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

(2.3.1)

(2.3.1)

1.監督員事務所

の備品

2.監督員事務所

3.仮設便所

5.工事用電力

4．工事用水

6．交通誘導員

３
　
土
　
工
　
事

1.埋戻し及び 種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

　盛土

(3.2.3)

(表3.2.1)

2.建設発生土 ・ 自由処分

　の処理

(3.2.5)

3.山留めの ・ 撤去

　撤去 ・ 存置

(3.3.3)

1.杭の施工管理 杭工事特記仕様書による。

2.試験杭及び

 試験掘

3.杭の支持地盤

4.水平方向の

　位置ずれ

5.杭の載荷試験

6.地盤の載荷

 試験

7.既製ｺﾝｸﾘｰﾄ

　杭

４
　
地
　
業
　
工
　
事

(4.2.2)

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.2)

  

  

  

  

 

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

・ PHC杭　

  ・ A種  ・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　・ F種

・ SC杭　　

・ PRC杭

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

（     ）mm以下

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

支持地盤の位置、種類　・ 図示(図面番号：　　　）　・（　　　　）

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

(4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.7)

試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

施工方法

　　　　　　　 　(打込み杭の推定支持力の算定方法　　　　　　　)

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

9.場所打ち

　コンクリート

　杭地業

拡底　　　・ 行わない　　　・ 行う(　　　)

施工方法

(4.5.4)

(4.5.5)

鉄筋　　　

帯筋　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

　最小かぶり厚さ　（　　　）mm

(表4.5.1)

10.地盤改良

11.砂及び砂利

 地業

12.捨コンクリート

 地業

13.床下防湿層

　・ 六価クロム溶出試験

　・ 室内配合試験

　・ 一軸圧縮試験

(4.6.3)

(4.6.4)

(4.6.5)

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

・(               )工法

鉄筋かごの補強

孔壁の超音波測定　　・ 行う　　・ 行わない

　セメントの種類　　・ 高炉セメントB種　　・ （　　　　　　）

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （　　　）

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

施工範囲　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

　・ 打込み工法　　(設計支持力　　　　　　)

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

　・ 杭頭の処理　　(・ 行う(・図示(図面番号：　　))　・ 行わない)

　・ アースドリル工法

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法

　・ 鋼管コンクリート杭工法

　・鉄筋の種類は標仕[5章2節]による

　・ 標仕[4.5.3](a)(ⅲ)による　　　・ 図示(図面番号：　　　)

・ポリエチレンフィルム(厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・ （　　　　　））　 　

 

 

(参考表)

種別 杭径(mm) 杭長 継手数 セット数
支持力(kN/本)
長期設計 備考

　　先端形状    ・ 開放型　　・ 閉そく型

施工方法

　　　　　　　 　(打込み杭の推定支持力の算定方法　　　　　　　)

 

 

    （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　　　　　　　　(・(    )m　　・図示（図面番号：　　　）)

 

 継手　　　　　・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手　(工法:      )

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

8.鋼杭地業

・ H形鋼杭　 　・ SHK400　　・ SHK490M

先端形状　　・ 開放形

継手　　　　・ JISA5525(鋼管ぐい)

(4.4.2)

(表4.4.2)

・ 鋼管杭　　　・ SKK400　　・ SKK490  

　　　長さ　(　 　)m

　　　　　　　　(・(    )m　　・図示（図面番号：　　　）)

(4.3.3)

(4.4.4)

(4.3.5)

(4.3.6)

　　　径　　・ 300　　・ 350　　・　400　　・ 450　　・（　　　）

補強方法　　・ 補強バンド　　・ （　　　　　）

　・ 打込み工法　　(設計支持力　　　　　　)

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

　・ セメントミルク工法

　　　・ オーガーの支持地盤への掘削深さ 

　　　・ 杭の支持地盤への根入れ深さ

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

　設計基準強度　(　　　)N/mm2

構造体強度補正値（S）・３N/mm2　　・（　　　　　）

2.溶接金網 網目の形状、寸法

(5.2.2)   鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

1.鉄筋の種類 種類の記号 径 備 考

(5.2.1) ・SD295A

・SD345 ・D19以上

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

・D16以下

・SD295B ・（　　　　）

(5.3.2)

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示(図面番号：　　　　）3.内法直径

径 部 位

(5.3.4) ・ 重ね継手

・ ガス圧接

4.継手

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・ 標仕[5.3.4](c)(1)による

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

継手位置

　・ 各部配筋参考図による

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

5.鉄筋のかぶり

厚さ及び間隔

(5.3.5)

軽量コンクリートで土に接する部分

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　　　　　　　 工法(　　　　　)

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 修正方法(　　　　　　)

(5.3.7)

抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験

 の試験(5.4.9)

・ 機械式継手　　種類(　　　　　)

6.各部配筋 ・ 図示(図面番号：　　　　　）

7.圧接完了後

鉄筋定着

　・ 標仕　表5.3.4　　・図示（図面番号：　　　）

(5.5.2)

8.機械式継ぎ手

及び溶接継手

・ 溶接継手　　　　　　　　 工法(　　　　　)

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 修正方法(　　　　　　)

設計基準強度 Fc

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度

普通コンクリートの設計基準強度６
　
コ
ン
ク
リ

ー

ト
工
事

　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

適用箇所  標仕[6.14.1]による

(6.14.1)

・ 18cm・ 15cmスランプ

設計基準強度

リート

11.無筋コンク

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、

行い、試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を

行う者が、生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を

行うこと。

工事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

6.暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ 構造体強度補正値(S)

7.型枠

打増し厚さ

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

材料    

(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

8.コンクリート 圧縮強度試験の供試体の材齢

　強度試験

9.軽量コンク 種別 ・ 1類    ・ 2類

リート 適用箇所(　　　　　)

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　・ 複合合板

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

　・ 図示(図面番号：　　　　）

　・ 材齢28日

　・ 型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

種類4.セメント

(表6.3.1)

　・ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種

・ 

軽量コンクリートの設計基準強度

軽量コンクリートの種類

　・ １類　　　・ ２類　

スランプ

・18(cm)

類別

　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　

・

所要気乾

単位容積質量
適用箇所設計基準強度 Fc 気乾単位容積質量 スランプ

(6.2.1)(6.2.2)

(6.2.4)

(6.11.3)

(6.10.1)

(6.11.1)

適 用 箇 所

2.コンクリートの

類別

3.コンクリート 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

 の仕上り

(6.2.5)

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(表6.2.1)

(6.2.1)

　・ 6N/mm2　　　・（　　　　　）(6.12.2)

(6.8.2)(6.8.3)

(6.9.3)

(6.10.1)

(表6.10.1)

リート

10.寒中コンク 適用期間(　　　　　)

(6.11.2)

12.マスコンク

リート

　・ (           )

　・ 標仕[6.13.2](b)(1)による

混和剤

　・ 15cm    ・(       )

スランプ

　・ フライアッシュセメントB種

　・ 低熱ポルトランドセメント

　・ 中庸熱ポルトランドセメント

　　用高炉スラグ微粉末の4000を混合したもの

　・ 普通ポルトランドセメントにJIS A 6206に適合するコンクリート

　・ 高炉セメントB種

セメントの種類

適用箇所

　・ 図示（図面番号：　　　　）

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ 図示(図面番号：　　　　）

適用箇所

コンクリート

(6.13.2)

(6.13.1)

13.流動化

14.混和材料

    (6.15.1)

    (6.3.1)

    (6.3.2)

　・ 標仕［6.3.1］(d)(i)、［6.3.2］(2)(vi)による

　・ 標仕［6.3.1］(d)(i)、標仕［6.3.2］(2)(vi)による

受注者加入

(6.3.1)

(6.3.1)

構内既存の施設

監督員職員事務所の仕上げ

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

2014 － Nov

特記仕様書２

Ａ－０２

ｳﾙﾄﾗｺﾗﾑ

　・ 地盤改良特記仕様書による

D19以上

D16以下

基礎梁

・21(N/mm2)

・  18(N/mm2)

・18(cm)

・18(cm)・18(N/mm2)

・24(N/mm2)

・18(cm)・1.9t/m3程度

デッキコン、捨コン

基礎、土間

既存部ｼﾝﾀﾞｰｺﾝ

既存部ｼﾝﾀﾞｰｺﾝ
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一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 2014 － Nov

術者

1.施工管理技 ・ 適用する

(7.1.4)

2.製作工場

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

3.鋼材 (7.2.1)

4.高力ボルト 種類        

(7.2.2)

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

材質　　・ 図示(図面番号：　　　）

(7.3.2)

(7.4.2)

(7.4.7)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

高力ボルトの径

　・ 図示（図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ 図示（図面番号：　　　　）

すべり係数試験

　・ 行わない　　・ 行う

　　試験方法等　・ (             )

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの5倍を超える場合の回転量

　・ （　　　　）°

(7.2.3)

(7.4.2)

ボルトの径

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ 図示(図面番号：　　　　）

　・ 図示(図面番号：　　　　）

5.普通ボルト

７
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

6.溶融亜鉛 摩擦面の処理

　・ ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

　・ りん酸塩処理

すべり耐力等の確認方法

　・ すべり耐力試験

　試験方法等　・ (      )

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・図示(図面番号：　　　　　）

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種  

7.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 材質　構造用　　・ 図示(図面番号：　　　）

 　　　建方用　　・ SS400   ・ (      )                        

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み   

アンカーボルト及びナットの種類の規格、及び仕上げの程度

  ・ 標仕[表7.2.3]による

  ・ 標仕[表7.2.3]による

　　　適用箇所 図示(図面番号：　　　　）

形状、寸法

　構造用アンカーボルト　・ 図示(図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ 図示(図面番号：　　　）

8.溶接材料 ・ 標仕[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料及び使用箇所

  材料　・ (        )  

9.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ 種類

建築用ターンバックル銅

　・ 割枠式　　・ （　　　　　）

建築用ターンバックルボルト

　・ 羽子板ボルト　　・ （　　　　）

(7.2.7)(7.7.8)

10.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

めっき高力ボルト

　使用箇所  ・ 図示（図面番号：　　　　　）

(7.2.4)

(7.10.3)

(表7.10.1)

(表7.2.3)

   (7.4.2)

      (7.2.5)

      (7.2.6)

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：　　　　）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

    (7.4.2)

    (7.12.4)

      (7.6.3)

溶接作業の技量付加試験

　・ 行わない　　　・ 行う

開先の形状

(7.6.4) 　・ 図示(図面番号：　　　　）

(7.6.7)

エンドタブの切除　　

  ・ 無し　　・ 有り(適用箇所 図示(図面番号：　　）)

スカラップの形状　　・ 図示(図面番号：　　　）　　・ （　　　　）

試験の種別                                        

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5 ・計数連続生産型抜取検査 
現場溶接

・ 4.0

・ 2.5
工場溶接 ・ 6

・ 4.0

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

(7.8.3)

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

  ・ 標仕[18.3.2]、[表18.3.1]　　（　　　）種

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　適用箇所 図示(図面番号：　　　　）

　　種類

　　　・ 標仕[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標仕[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

(7.6.11)

おける技能資格者

(9.2.2)

 
～(表9.2.8)

(表9.2.3)

　防水

1.アスファルト
９
　
防
　
水
　
工
　
事

部 位 種 別 仕 様
(7.9.2)

(7.11.2)

接合部（ボルト接合の場合）

　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　）

1.補強コンクリート

　ブロック造

(8.2.2)(8.2.3)

       (8.2.4)

2.コンクリート

 ブロック帳壁

 及び塀

(8.3.2)(8.3.3)

８
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

表面形状及び 働き幅
種類 板厚(mm)

原料区分 (mm)

・ フラットパネル
・ A種

・ デザインパネル
　パネル ・ B種

・ タイルベースパネル

・ フラットパネル
・ B種

・ デザインパネル
　パネル ・ C種

・ タイルベースパネル

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

パネル相互の目地幅 (mm)

　・ 長辺 8以上、短辺 15以上　　・ (            )

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅 (mm)   ・ 15　・ (     )

(8.4.3)

(8.4.4)

(表8.4.2)

(8.4.5)

(表8.4.3)

3.ALCパネル

(8.4.2)

(8.5.3)

(8.5.4)

(表8.5.1)

(8.5.5)

(表8.5.2)

4.押出成形

　セメント板

(8.5.2)

単位 呼び寸法
種類 荷重

厚さ(mm) 幅(mm)
(N/mm2)

・100

　パネル

・100

600・100 ・ F種
　パネル

・100

・120 ・ F種
　パネル

・150

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

耐火性能

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との

取合い部の目地幅 (mm)     ・ (      )

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　　)

コンクリートの調合　　　・ 標仕[表8.2.2]以外のとき

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

ブロックの種別　　・ 標仕[表8.3.1]　　・ (         )

ブロックの厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　）

各部の配筋　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

圧縮厚さ　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

正味厚さ　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

モデュロール呼び寸法　・ 図示(図面番号：　　　）

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

工法

・外壁

・間仕切壁

構法

・C種　・D種

・E種

・A種　・B種
・外壁

　壁パネル

・屋根

・床

(8.5.5) パネルに欠き込みを行う場合

　　・パネル開口の限度　　・図示（図面番号：　　　）

種　　別 施　工　箇　所

(9.2.3)

　種類(    　　　 )　　　設置数量 図示(図面番号：       )

・ 脱気装置

改質アスファルトシート

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

 

種類　・標仕　[表9.2.5] ～標仕　[表9.2.8]　　・図示（　　） 

 厚さ　・標仕　[表9.2.5] ～標仕　[表9.2.8]　　・図示（　　）

種類　・標仕　[表9.2.3] ～標仕　[表9.2.8]　　・図示（　　）

厚さ　・標仕　[表9.2.3] ～標仕　[表9.2.8]　　・図示（　　）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

絶縁用シート

　・ アルミ製　L30×15×2.0

押え金物　

 　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

断熱材                                  

・屋根保護防水

  種類  ・ 押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板３種b(スキンあり)

・屋根露出防水

厚さ　（　　　）

種類　　・A種硬質ウレタンフォーム保温材保温板2種1号

・A種硬質ウレタンフォーム保温材保温板2種2号

厚さ　（　　　）

・防水層下地モルタル塗　(施工箇所 図示(図面番号:        )）

・仕上げ塗料

種類（　　　　　）　　　使用量（　　　　）

(表9.2.7)

(表9.2.8)

　床タイル張り　・ 水下 60mm以上　　・ (            )

　こて仕上げ　・ 水下 80mm以上　　・ (            )

保護コンクリートの厚さ

ルーフドレン回り立ち上がり部周辺断熱材の張りじまい位置

・（図面番号　　　　　）

　保護層　・ 設ける(適用箇所 図示(図面番号：　　　　））

屋内防水

屋上排水溝の適用

・適用する

(9.2.3)

(9.2.5)

(9.2.4)

・ 設けない

(9.3.2)

　シート防水

2.改質アスファルト

 

種　　別 施　工　箇　所

(表9.3.1)

(9.3.3)

～(表9.3.3) 改質アスファルトシート

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

 

 

 

種類　・標仕　[表9.3.1] ～標仕　[表9.3.3]　　・図示（　　）

厚さ　・標仕　[表9.3.1] ～標仕　[表9.3.3]　　・図示（　　）

種類　・標仕　[表9.3.1] ～標仕　[表9.3.3]　　・図示（　　）

厚さ　・標仕　[表9.3.1] ～標仕　[表9.3.3]　　・図示（　　）

断熱材                                  

・屋根保護防水

(9.3.3)

(表9.3.1)

・屋根露出防水

厚さ　（　　　）

種類　　・A種硬質ウレタンフォーム保温材保温板2種1号

・A種硬質ウレタンフォーム保温材保温板2種2号

厚さ　（　　　）

　種類(    　　　 )　　　設置数量 図示(図面番号：       )

・ 脱気装置(9.3.3)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

(9.4.2)

　シート防水

　ルーフィング

3.合成高分子系

 

種　　別 施　工　箇　所

断熱工法の場合の断熱材

・標仕　[表9.4.2] による　　・図示（図面番号：　　　）
絶縁用シート 

　・ S-F1の場合のPCｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部 図示(図面番号：　　　　）

増張り

　・ PCコンクリート下地の場合 図示(図面番号：　　　　　）

目地処理(接着工法)

露出の場合の保護塗装    ・ カラー  ・ シルバー　

　・ （　　　　　）

  ・ 発砲ポリエチレンシート   (9.4.4)

  (9.4.2)

　種類(    　　  　　)　　設置数量 図示(図面番号：　　　　）

・ 種別Y-2における保護層 図示(図面番号：　　　　　）

・ 種別X-1における脱気装置

Y-2

Y-1

X-2

種　別施　工　箇　所

(表9.5.2)

(9.5.3)

(表9.5.1)

4.塗膜防水

接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

種 類目地寸法施　工　箇　所

　
　
石
　
工
　
事

10
1.天然石 使用

(10.2.1) 部位

(表10.2.1)
床

(表10.2.2)

 

 

 

 (10.1.5) ・ 清掃は床面ワックスを使用する 　                   

(表10.2.1) ・ ジェットバーナー仕上面のバフ仕上有り            

 
(10.1.3)

壁

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

工法 形状

石裏面処理(床面) 　                               

  ・ 適用する 　 ・ 適用しない

  ・ 適用する 　 ・ 適用しない

裏打ち処理

・ 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

・ 割付 図示(図面番号：　　　　　）　

2.テラゾ

(10.2.1)

(表10.2.2)

・ 標仕[10.1.3](a)による

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

 ・ (    )

テラゾタイル

(10.6.2)

テラゾブロック

使用

部位

・大理石

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上
寸法

(mm)

・(    ) ・(    )

3.外壁湿式工法 受け金物の材質、形状、寸法

　・ （　　　　　　　　　）

ドレンパイプの材質

　・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き 25～35φ

　・ （　　　　　　　　）

下地ごしらえ

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法

　・ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法

アンカーの材質及び径　　・ SS400 M12　　・ （　　　　　　）

目地　一般目地

　　　　位置　

　　　伸縮調整目地

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　　・ 標仕[表11.1.1]による　・ 図示(図面番号：　　　　）

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

(10.3.3)

6.シーリング

5.ケイ酸質系
塗布防水

適用部位
・図示（図面番号：　　　　　　）

防水層の種別及び工程
・C-UI　　　　　・C-UP

下地処理

・図示（図面番号：　　　　　　）

・ 標仕[表9.7.1]による

(9.7.2)

(表9.7.1)

(9.7.5)

シーリング材の目地寸法　

・幅、深さとも6mm以上　　　・図示（図面番号：　　　）
     (7.3.10)

・ 行わない　　・ 行う

仮組を行う範囲

　・図示(図面番号：　　　　）

11.柱底均し

　　モルタル

柱底均しモルタルの工法、厚み

　・ A種 (  )mm    ・ B種 (  )mm

無収縮モルタルの材料及び調合

　・ 標仕[7.2.9]による    ・ (  　　)

  (表7.10.2)

     (7.2.9)

・　JIS G0901により行う

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験
(7.2.10)

14.溶接作業に

15.溶接部の開先

16.溶接施工

17.溶接部の試験

18.錆止め塗装

19.耐火被覆

20.軽量形鋼構造

・間仕切

(9.6.1)

(9.6.3)

(9.6.4)

12.材料試験等

13.仮組

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

特記仕様書３

Ａ－０３

30

B

B

柱・梁 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t25mm

屋根

ｽﾃﾝﾚｽ

ﾒｰｶｰ仕様

MS-2

15x10

20x10

MS-2

建具廻り

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ廻り

MS-220x10外壁ｼﾞｮｲﾝﾄ縦目地

御影石
・ 本磨き

t30

S-12

S-12

S-12

S-12

S-12

S-04,05

S-06

S-06

S-04,05
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4.内壁空積工法 下地ごしらえ 1.伸縮調整目地及び 位置　・ 図示(図面番号：　　　　） 1.あと施工 ・ 引抜き耐力の確認試験を行う　　　　　　　　　　　　3.集成材等 造作用集成材10 11 14
(10.4.2) 　・ あと施工アンカー横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法 ひび割れ誘発目地 ｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材 　アンカー 　・ 引張試験　　・ (　　　　　　)

石
工
事

タ

イ

ル

工

事

金

属

工

事

(10.3.3) (11.1.3)アンカーの材質及び径　　・ SS400 M12　　・ （　　　　　　） (14.1.3)

含水率樹種・寸法・形状 等級目地　一般目地
表面仕上げ　2.ステンレス2.陶磁器質 タイルの種類

用
途
に
よ
る
区
分

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )
滑
り
抵
抗
性

工
法

(14.2.2)造作用集成材 　・ HL仕上げ　　・ (　　　　　　)区分(きじ)　タイル張り ・図示 ・（　　　）形
Ⅰ
類(

磁
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅲ
類(

陶
器)

う
わ
ぐ
す
り

施
役
物

対
凍
害
性

　　　　シーリング材　・ 適用する (14.2.2)（図面番号：　）(表11.3.2)
状工  標準・ 　　　伸縮調整目地

・（　　　）化粧ばり造作用(11.2.1) ・図示
寸 特注色箇  3.アルミニウム 表面処理　　　　位置 (11.3.2) 集成材 （図面番号：　）
法(11.3.7) 所 (14.2.2) 種別　　　　　・ 6mごと　・ 図示(図面番号：　　　　）

化粧ばり構造用 ・図示 (表14.2.1) 　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ Dシーリング材の目地寸法　
集成材 （図面番号：　） 陽極酸化被膜の着色方法　・二次電解着色　　・（　　　）

・幅、深さとも6mm以上　　　・図示（図面番号：　　　）
4.鉄鋼の亜鉛 種別

｢集成材の日本農林規格｣以外の製材 　めっき 　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　
5.乾式工法 取り付け工法

樹種、寸法、防虫処理、難燃処理及び含水率 (14.2.3)
(10.2.2) 　・ スライド式　　・ ロッキング式

(表14.2.2)・図面（図面番号：　　　　）
(10.5.3) アンカーの材質及び径　　・ （　　　　　　）

造作材の材面の品質　　・A種　　　・（　　　）・ 見本焼きを行う 5.軽量鉄骨 野縁などの種類
あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

・ タイルの試験張りを行う 　天井下地 　屋内    ・ 19型    ・ (　　　　　　)4.床張り用合板　　　　目地幅(mm)　　・ 8以上　　・ (       ) 部材 接着 板面の 防虫モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 樹種名 等級 厚さ (14.4.2) 　屋外    ・ 25型    ・ (　　　　　　)　及びその他の 名称 の程度 品質 処理等
6.床及び階段の 目地　一般目地 　・ 適用する　（適用箇所　図示(図面番号：　　　　)） (表14.4.1) 形状及び寸法　合板
　石張り 　　　　目地幅(mm)　　・ 屋内4mm以上、屋外3～6mm 　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法 (14.4.3) 　・ 屋外　(図示(図面番号：　　　　))(12.2.1)

(10.6.2) 　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　） 　・ 適用しない (表14.4.2) 　・ 天井ふところ≧1.5m 　標仕14.4.4(h)  ・図示(図面番号：　　))
(10.6.3) 　　　　シーリング材　・ 適用する (14.4.4) 　・ 天井ふところ＞3.0m 　(図示(図面番号：　　　　))(11.3.4) シーリング材

　　　伸縮調整目地 　・ 耐震天井　(図示(図面番号：　　　　))打継目地　・ひび割れ誘発目地　・PU－2 図示（図面番号：　　　）
　　　　位置　　・ 表面積30㎡ごと、細長い通路の場合6m程度ごと 厚さ15mmのパーティクルボードを使用する場合 屋外の場合の野縁受等の間隔等　　・ 図示(図面番号：　　　　)伸縮目地　・その他目地　　　　・MS-2  ・図示（図面番号：　　　）
　　　　　　　　　 及び他の部材と取り合う箇所 　曲げ強さ、接着剤による区分等   ・ (　　　　　　)

6.軽量鉄骨壁 スタッド、ランナーの種類   (11.3.7) タイル張りの工法と張り付け材料の使用量
　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　下地 　・ 標仕[表14.5.1]による　　・ 図示(図面番号：　　　　)・標仕［表11.3.2］　　　・図示（図面番号：　　　　） 5.防腐・防蟻処理 防腐・防蟻処理

(14.5.3) スタッドの高さが5mを超える場合   (12.3.1) 薬剤加圧注入　保存処理性能区分
3.陶磁器質 種別7.アーチ、上げ裏 取付工法　　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法 (表14.5.1)・ (　　　　　　　　) 　・ 図示(図面番号：　　　　)(12.3.2)
タイル型枠先付 　・ タイルシート法　　・ 目地桝法　　・ 桟木法　等の石張り 取付け金物　　・ 標仕[10.2.2](c)による　　・ (       )

薬剤の塗布等処理方法
7.金属成形板(表11.4.1) タイル型枠先付け面のせき板の種別　　・ (　　　　　　)(10.7.1) 吊金物及び化粧吊りボルト 施工箇所・ (　　　　　　　　)
　板張り(11.4.2)(10.2.2) 　・ 設ける ・ アルミニウム　ボード減量接着剤への防腐・防蟻処理

材　　種(14.6.2)(11.2.2)(10.7.2) ・ ステンレス　・　鋼・ (　　　　　　　　)　　 吊金物　　　　・ ステンレス(SUS304)　径6mm長さ80mm(加工物)

防虫処理 (14.6.3) ・ スパンドレル形　　　 吊りボルト　　・ ステンレス(SUS304)　M10　化粧ナット付き
形　　状・ (　　　　　　　　) ・ パネル形　　　　　　　　　 及び他の部材と取り合う箇所

1.木材 見え掛り部の表面仕上げ 表面処理 ・アンカーの材質及び径　　・ （　　　　　　） 12
(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　・ D種 取付け用下地　　・ 図示(図面番号：　　　　)あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

木

工

事

(12.2.1) 長尺ものにおける伸縮調整継手目地　一般目地
部材名称 種別

　・ 設ける(施工箇所 図示(図面番号：　　　　))　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       ) 　・ A種　　　・ B種下地材
(表12.2.1)　　　伸縮調整目地 8.アルミニウム 部材の種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形　　・ A種　　　・ B種造作材

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　） 　製笠木 表面処理　　　・（　　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　 (14.7.2)
2.製材 製材

　　　　　・ 標仕[表9.6.3]による　・ （　　　　　　）　 (表14.7.1)
｢製材の日本農林規格｣による製材(12.2.1)(b)(1)

(14.7.3)

8.笠木、甲板等 取付工法　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法 含水率樹種・寸法・形状 等級 9.手すり 材種 表面処理の種別 施工箇所
(10.7.1) 取付け金物　　・ 標仕[10.2.2](c)による　　・ (       ) (14.8.2)

下地用 ・図示 ・（　　　） ・ 木目調 スロープ・階段
(10.2.2) アルミニウム取付け代(乾式工法の場合)(mm)

針葉樹製材 ・ (　　　　　　)（図面番号：　）
(10.7.3) 　　　　　　　・ 標仕[10.5.3](b)による　　・ (       )

・ 標仕[表14.2.2]の種別(　　　種)・（　　　）・図示造作用 鋼石裏の補強用モルタル(乾式工法の場合)　　・ 適用する ・ (　　　　　　)針葉樹製材 （図面番号：　）
アンカーの材質及び径　　・ （　　　　　　） ・ HL程度・（　　　） ステンレス・図示
あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　） ・ (　　　　　　)広葉樹製材

（図面番号：　）
目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ (       ) 10.タラップ 材種 表面処理の種別 施工箇所｢製材の日本農林規格｣以外の製材(12.2.1)(b)(2)
(14.8.3)　　　　シーリング材　・ 適用する ・標仕［表14.2.2］の種別(　種)鋼樹種、寸法、防虫処理、難燃処理及び含水率

　　　伸縮調整目地(乾式工法の場合) ・ ステンレス・図面（図面番号：　　　　）
　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

造作材の材面の品質　　・A種　　　・（　　　）
　　　　シーリング材の目地寸法　・ （　　　　　　）

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製11.天井見切縁

12.点検口
取付箇所 材種 寸法 形式樹種

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
部位 ・ 天井樹　種 県産材

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

・ 代用樹種の使用　　　・禁止する　・禁止しない           　　

特記仕様書４

Ａ－０４

1.長尺金属板 厚さ13 下葺の種類屋根葺形式 材種 備考
(13.2.2) (mm)

屋

根

及

び

と

い

工

事

(13.2.3) ・ 塗装溶融55%
 ・ アスファルト

(表13.2.1) アルミニウム－亜鉛 ・0.4
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

雪止め　　　・図示（図面番号：　　　）

2.折板葺 山の高さ 山のピッチ
緊結方法 板厚(mm)

(13.3.2) (mm) (mm)

(13.3.3) ・ 0.8 ・ 90
・ (　　　　)

・ 0.6 ・ (　　　　)
・ 重ね形

材種 軒先面戸板
・ はぜ締め形

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ あり

　 亜鉛合板めっき鋼板 ・ なし

・ （　　　　）

断熱材　　・ あり　種別　　・ ガラス繊維シート　　・ (　　　　)

　　　　　　　　　 厚さ(mm)　　・ 5　　・ (　　　　)

　　　　　・ なし

3.粘土瓦葺 種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法

(13.4.2)

(13.4.3)

・ 雪止め瓦を使用する

・ 瓦桟木の材種、寸法　　・杉又は桧　21×15

・ 棟補強用心材　　　　　・杉又は桧　40×30

棟の工法

・図示（図面番号：　　　　）

4.とい 材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

(13.5.2) 　　　　　・ (　　　　　　)

(表13.5.1) 工法

(表13.5.2) 　鋼管製といの防露巻工法　　・ あり　　・ なし

(表13.5.3)

(13.5.3)

(表13.5.5)

ｱﾙﾐ

外壁

(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板+ﾛｯｸｳｰﾙ)

・　金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙt50

・ パネル形

B-2
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取付け

　躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

　　・ 標仕[標17.2.2]による　　・ (　　　　　　)

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標仕[標17.2.3]による　　・ (　　　　　　)

ガラスの取付け

　・ 構造用ガスケットを用いる(図示(図面番号：　　　　))

　ウォール

(17.3.3)

(17.3.4)

(17.3.5)

(17.3.6)

カーテンウォールの材料

　コンクリートの種類及び品質　

　　・ 標仕[17.3.2]による　　・ (　　　　　　)

鉄筋　　　　・ SD295A　　・ (　　　　　　)

補強鉄線　　・ 3.2　　・ (　　　　　　)

配筋　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

先付け材料

　・ サッシ枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　・ (　　　　　　)

表面仕上げ材　・ 磁器質タイル

取付け

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標仕[標17.3.2]による　　・ (　　　　　　)

ガラスの取付け

　・ 構造用ガスケットを用いる(図示(図面番号：　　　　))

18

塗
装
工
事

防火材料の指定箇所(　　　　　　)

(18.2.2)～

4.PCカーテン

1.材料

2.施工一般

種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

EP

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

鉄鋼面

ボード面

(18.14.2)

種別 施工箇所

・ 1級　　・ 2級　　・ 3級　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

(17.3.9)

石材(　・ 花こう岩　　・ 大理石　　・ (　　　　　　))

上塗り等級

・ 突付け・ (　　　　) ・ 柄物

19

内
装
工
事

　張り

(19.2.2)

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

1.ビニル床シート

(19.2.2)

　張り

1.モルタル塗り ・ 既製目地材を使用する

　　(15.2.2) 　　形状（　　　　　　　　　　　　）

左

官

工

事

15

種 類 呼 び 名 仕 上 形 状 工　法

・砂壁状

・着色骨材砂壁状

薄付仕上塗材

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

2.セルフレベリング ・ せっこう系　　　・ セメント系

　　(15.4.2)

　　(表15.4.1)

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

・吹付け

・(　　　　)

・複層塗材E

・複層塗材RE
・ゆず肌状

・防水型複層 ・ローラー
・凸部処理

複層仕上塗材 　塗材E ・吹付け
・凹凸模様

・防水型複層

　塗材RE

軽量骨材 ・吹付用軽量
・砂壁状

仕上塗材 　骨材仕上塗材

・(　　　　) ・(　　　　)

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

・外装厚塗材C

・外装厚塗材S

・外装厚塗材E

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・吹放し

・平たん状

・凹凸状

・ひきお越し

・かき落とし

・吹き付け

・こて

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひきお越し

・吹付け

・こて

・ローラー

厚付け仕上塗材

・凸部処理

(表15.5.1)

(15.5.4)

・砂壁状ジュラク

　　(15.2.5) 外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着試験

・行う

・ 外装厚塗材Cの上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　 材所要量(　　　　　　kg/㎡)

下地処理

　ALCパネルの場合の内壁目地部の形状

　　・ V形目地付き　　・ (　　　　　　)

内装薄塗材・内装厚塗り材

・JIS A 6909 調湿形

内装薄塗材W

・耐湿性必要

(表15.5.2)

複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ アクリル系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ シリカ系 ・ 水系 ・ 艶無

・ ポリウレタン系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ アクリル ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

　 シリコン系 ・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ ふっ素系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

(15.7.2)

(表15.7.1)

　吹付け

種別　　・A種　　　・B種

仕上げ材塗り　　　・（　　　　）

・仕上げ吹付け厚さ　（　　　）mm

4.マスチック塗材

塗り

(15.6.2)

(表15.6.1)

1.防火戸

(16.1.3)

例示仕様　　　・個別認定（認定番号　　　　）

2.見本の製作等

(16.1.4)

・製作する　　　・製作しない
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・図示（図面番号：　　　）3.防犯建物部品

(16.1.6)

4.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 外部に面する建具の性能等級等

内部に面する建具

(16.2.2)

・ 防音ドアセット、防音サッシ（　　　　等級）

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　　等級）

・ 耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　　等級）

表面処理　種別（　　　）　　・標準色　　　・特注色

・ 結露水の処理方法(       )

5.網戸

(16.2.4)
(表16.2.1)
(表14.2.1)

　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　・（　　　）

　表面処理　  ・ B-1種 　 ・ B-2種　　　・（　　　）

形式　・可動式　　・固定式

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂

・ステンレス（SUS316）  ・（　　　　　）

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

形状及び仕上げ

建具の見込み寸法　　・図示（図面番号：　　　）

工法

水切り板、ぜん板等　　・図示（図面番号：　　　）

6.樹脂製建具

(16.2.3)

(16.2.5)

(16.2.4)

・ 防音ドアセット、防音サッシ（　　　　等級）

・水密性  ・A種　・B種　・C種    

・ 断熱ドアセット　　　　　　（　　　　等級）

ガラス　　・複層ガラス　　・（　　　）

建具枠見込み寸法　　　・図示（図面番号：　　　　）

(16.2.1)
(16.2.3)
(16.2.4)
(16.2.5)
(16.8.2)

表面色　　・標準色　　・特注色

水切り板　ぜん板　　・図示（図面番号：　　　　）

丁番　　　標仕［表16.8.3］　・図示（図面番号：　　　）

(16.4.3)

(16.2.4)
(表16.2.1)

・ 簡易気密型ドアセット  　気密性  ・ A-3              

・ 防音ドアセット、防音サッシ（　　　　等級）

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　　等級）

・ 耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　　等級）

鋼板類の表面仕上げ

　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

8.鋼製軽量建具

(16.5.2)

(16.5.3)

　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

　鋼板類の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

(16.5.4)

・ 防音ドアセット、防音サッシ（　　　　等級）

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　　等級）

・ 耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　　等級）

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

　鋼板類の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ 　　　　　　　　　　　

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                  

　建具

9.ステンレス製

戸の H>2400 又 は W>950

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.5)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

材料

　・ ふすまの上張　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 縁の仕上げ（　　　　）

　・ かまち戸のかまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ フラッシュ戸の材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

10.木製建具

7.鋼製建具

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

金物の見え掛かり部等の材質等

　・ 標仕[表16.7.1]、[表16.7.2]、[表16.7.3]、[表16.7.4]による

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.2)

(表16.7.3)

(16.8.2)

(表16.8.1)

(16.8.4)

11.建具用金物

　装置

開閉装置

　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ スライディングドア　　・ スイングドア

センサ種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

12.自動ドア開閉

(16.9.2)

(表16.9.1)

(表16.9.2)

(表16.9.3)

開閉機能による種類

　・　上部電動式(手動併用)　　・ 上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース

　・ 設ける　　・ 設けない

・ 耐風圧性能(　　　　　　Pa以上)

シャッターの種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)14.重量シャッター

13.自動式吊り

引き戸装置

(16.10.3)

性能値　　・標仕［表16.9.1］　　・（　　　）

性能　　・標仕［表16.10.1］　　・（　　　）

(16.11.2)

(表16.11.1)

　ウォール 材料 規格等 見え掛り部の仕上げ

・ 行う・ 標仕[16.2.3] ・ A-1

製品の寸法許容差　　・ 標仕[表17.2.1]による

ガラス溝の寸法、形状等　　・ カーテンウォール製作所の仕様による

　　　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

3.メタルカーテン

(17.2.3)

(表17.2.1)

(17.2.5)

(17.2.6)

・ (　　　　) ・ (　　　　) ・ A-2

映像調整

・ アルミニウム製

カーテンウォールの材料

1.種類

2.性能

(17.1.1)

(17.1.3)

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.2)

・ メタルカーテンウォール(種類　　　　　　)

・ PCカーテンウォール

耐風圧性(　　　　　　)

耐震性(　　　　　　)

水密性(　　　　　　)

気密性(　　　　　　)

耐火性(　　　　　　)

耐温度差性(　　　　　　)

遮音性(　　　　　　)

性能の確認方法(　　　　　　)

シーリング(　　　　　　)

表面仕上げ(　　　　　　)

断熱性(　　　　　　)
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・ 耐風圧性能(　　　　　　Pa以上)

　ドア
セクション材料 開閉形式 収納形式 ガイドレール

・アルミニウム

　タイプ

・ファイバー

　グラスタイプ

・バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード系

・ローヘッド系

・ハイリフト系

・バーチカル系

・溶融亜鉛

　めっき鋼板

・ステンレス

・スチールタイプ

16.オーバーヘッド

開閉機能による種類

　・ 手動式　　・ 上部電動式(手動併用)

・ 耐風圧性能(　　　　　　Pa以上)

スラットの形状　

　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

スラットの材質　　・ 図示(図面番号：　　　　)

15.軽量シャッター

・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

めっき付着量　JIS3312  ・Z06  ・F06  ・（　　）

JIS3322  ・Y90         ・（　　）

(16.13.2)

(16.13.3)

板ガラス　　・ 図示(図面番号：　　　　)

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 熱線反射ガラスの映像調整を行う

17.ガラス

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

　・ 標仕[表16.14.1]による　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　積み

表面形状、寸法、厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

金属枠、補強材　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

化粧カバー　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

工法

18.ガラスブロック

(16.14.5)

　・ 標仕[16.14.5](b)(2)による　　・ (　　　　　　)
3.耐候性塗料

2.ビニル床タイル

5.ロックウール

戸の H>2400 又は W>950

　鋼板類の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

・ 防音ドアセット、防音サッシ（　　　　等級）

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　　等級）

・ 耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　　等級）

めっき付着量　JIS3302  ・Z12  ・F12  ・（　　）

JIS3317  ・Y08         ・（　　）

戸の H>2400 又は W>950

・ 簡易気密型ドアセット

・外部に面する建具の耐風圧　・S-4　・S-5　・S-6

・ 2.0

・ (     )

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.4)

(16.12.3)

・自動開閉機構及び防火戸をヒューズ装置、熱感知器又は煙感知機と連動

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　　　）
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3.特殊機能床材

(19.2.2)

・ 帯電防止ビニル床タイル　　寸法(　　　　mm)　厚さ(　　　　mm)

・ 視覚障害者用床タイル

　　材質(・ ビニル床タイル　　・ (　　　　　　))

　　寸法(・ 300×300　　・ (　　　　　　))

・ 耐動荷重性床シート

・ ゴム床タイル

仕上げ　　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(・ A種　　・ B種)

　　　　　・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　　　　・ 生地のままワックス塗り

　　　　　・ (　　　　　　)

8.畳敷き

(19.6.2)

(表19.6.1)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

　・ D種　　(畳床TK-　　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ (　　　　　　) ・ (　　　　　　) ・ (　　　　　　)

・ タイプⅡ0.8FK ・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

合板類の張付け　　・ A種　　・ B種

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2)
・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

・ けい酸カルシウム板

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

特定フロンを含まないもの

10.吸音材張り

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

9.せっこうボード、

　その他のボード

　及び合板張り

(19.7.2)

(表19.7.1)

(19.7.3)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

厚さ(mm)

11.壁紙張り

(19.8.2)
施工箇所 材料 防火性能 品質

素地ごしらえ

せっこうボード面　　　　　・ A種　　・ B種

コンクリート面　　　　　　・ A種　　・ B種

モルタル・プラスター面　　・ A種　　・ B種

・ (　　　　)

12.断熱材

(19.9.2)
種類 厚さ(mm)

・ B類2種 ・ 25

・ A種1 ・ (　　　　)

フォーム保温材

吹付け硬質

押出法ポリスチレン

ウレタンフォーム

材種施工箇所

2.可動間仕切

(20.2.3)

組立て方式

　　・ スタッド式　　・ パネル式　　・ スタッドパネル式

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法及び形状　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

3.移動間仕切

(20.2.4) 表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・ 標仕[20.2.4](c)(3)による　　・ 図示(図面番号：　　　　)

操作方法　　　　　　　　　・ 手動式　　・ 電動式　　 

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

・ アルミニウム

・ (　　)

4.トイレブース

(20.2.5)

表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

幅木　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

(20.2.6)

・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

幅木　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：　　　　)

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

6.黒板及び

(20.2.8)

・ 黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

・ 黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

・ ホワイトボードの種類　　・ ホーロー　　・ (　　　　　　)

7.表示

(20.2.10)
・ 室名札

・ (　　)

5.階段滑り止め

・ アクリル

区分 材質

・ (　　)

取付方法厚さ

　 スクリーン印刷

・ シルク

寸法

8.煙突

　ライニング

(20.2.11)

煙突用成形ライニング材　　・ 適用する

適用安全使用温度　　　　　・ (　　　℃)

(20.2.12)

・ 横形

・ 縦形

ブラインド

ブラインド

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ (　　)

・ 25 ・ 鋼製

・ (　　)

・ (　　)

スラット 開閉方式

成形幅(mm)

スラットの

・ アルミニウム

ボトムレールの種類

形式

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ 80

・ 100

・ (　　)

9.ブラインド

　ホワイトボード

印刷等の種類

・ 5mm

寸法及び材種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

10.ロール

　スクリーン

(20.2.13)

　カーテンレール

(20.2.14)

カーテンの形式等

・ (　　)

きれ地

・ ドレープ

・ レース

・ 図示(　)

・ (　　)

ひだの種類 形式 開閉操作

・ フランスひだ

・ 箱ひだ　・ つまひだ

・ (　　　　　　)・ 暗幕

・ 片引き

・ 引分け

・ 手引き

・ ひも引き

・ 電動

材種　　　　・ ステンレス製　　・ アルミニウム製

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

　ドア

12.アコーディオン 表面材　　・ ビニルレザー張り　　・ (　　　　　　)

折りたたみ幅(mm)　　・ 約230　　・ 約120

操作方法　　　　・ スプリング式　　・ コード式　　・ 電動式

(遮光(　)級)

・ プレーンひだ　・ 片ひだ

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

形式　　　・ 引分け　　・ 片引き
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(21.2.1)

(表21.2.1)

排水管用材料

備考呼び径管の種類材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 VP

2.排水桝等

(21.2.2)

(22.10.2)

・ 排水桝

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：　　　　)

1.排水管

22
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1.路床

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ フィルター層　　・ 砂　　

路床安定処理　　・ 行う

添加材料による安定処理

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　ジオテキスタイル　　・ 適応する

盛土に用いる材料

　・ A種　・ B種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

　C種の場合：建設発生土受入量(　　　　)m3

　　　　　　 片道の運搬距離(　　　　)km

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

路床の材料(厚さは図示(図面番号：　　　　))

(22.3.2)

(22.4.2)

(表22.3.1)

(表22.4.1)

(22.4.4)

(表22.4.6)

　舗装

表層及び基層の種類

路盤材料

舗装厚

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

3.アスファルト

(表22.3.3)

シールコートの施工　　・ 行う(適用範囲　図示(図面番号：　　　　))

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

・ 透水性アスファルト舗装

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(22.3.5)

・ アスファルト舗装

・ カラー舗装

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

　 鉄鋼スラグ

・ インターロッキング

　 ブロック舗装

・ (　　　　　　)

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

2.路盤

11.カーテン及び

ヘッドボックス・
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1.フリーアクセス
フロア

(20.2.2)

床仕上材及び厚さ

(mm)

施工箇所 高さ

(mm)

備考所定荷重

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗

・（　　　）

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗

・（　　　）

試験方法　20.2.2(2)(i) ～ (iv)
寸法精度　20.2.2(5)(i) ～ (iii)

4.埋め戻し土 ・ A種　・ B種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土
(21.2.3)

・ 排水溝

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：　　　　)

・ ふたの種類

材質 用途 適用荷重 メンバーピッチ 備考

・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利又は切込砕石3.地業の材料
(21.2.3)

(21.10.2)

(表22.3.2)

　舗装

4.コンクリート 早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する

注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

(22.5.2)(22.5.3)

(22.5.4)

　ファルト舗装

舗装材料及び厚さ5.透水性アス

目次　　・種類（　　）　　・間隔（　　）

構造　　　　・標仕［図22.5.1］　　・（　　　）

ストレートアスファルト
厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

(22.7.2)

(表22.7.1)

　ファルト舗装

舗装材料及び厚さ6.排水性アス
構成・厚さ

・ 図示(図面番号：　　　　)
(22.8.2)

7.ブロック系舗装

　及び視覚障害者

　用誘導ブロック

(22.9.2)

(22.9.3)

舗装 種類

・ コンクリート

　 平板舗装

・ 普通平板

・ 透水平板

・ 300角

・ (　　)

・ 60

備考

目地

表面加工

・ 砂　・ モルタル

厚さ(mm)寸法(mm)

・ たたき出し

・ 洗い出し

・ 研ぎ出し

・ (　　)

・ 舗石舗装 ・ 小舗石 施工方法・ 80～100

・ うろこ張り

・ (　　　)

基層

・ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

・ 花こう岩

・ (　　　)

・ 植生用ブロック

・ インター

　 ロッキング

　 ブロック舗装

・ 普通ブロック

・ 透水性ブロック

車道部

・ 80

・ (　　)

歩道部

・ 60

・ (　　)

表面加工

・ 標準品

・ (　　)

・ 80 ・ 100

・ 路床　(　　　　　　)

・ 路盤　(　　　　　　)

・ 路装　(　・ 切取り試験　・ (　　　　　　))

・ アスファルト混合物等の抽出試験

8.試験

(22.2.5)(22.3.5)

(22.4.6)(22.5.6)

(22.6.6)(22.7.6)

(22.8.6)(22.9.5)

9.街きょ、縁石

　及び側溝

材料

　コンクリート縁石及び側溝　　・ 図示(図面番号：　　　　)

工法

　砂利地業の厚さ　　・ 100mm　　・ (　　　　)

10.砂利敷き

・ 建物周囲　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

・ 通路部　　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

(22.10.2)

(22.4.2)

(22.4.3)

適用荷重（　　　）

・ A-3-10　　・ (　　　　　　)

・ A-5-15　　・ (　　　　　　)

　 カーペット

高さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 60mm

(19.2.2)

4.ビニル幅木

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上

(19.3.3)

(表19.3.1)

(表19.3.2)

織りじゅうたん

種別

・ A種

・ B種

・ C種

5.カーペット敷き

・ 無地

・ 柄物

　 (標準品)

色柄 パイル形状

・ ループ

・ カット

・ カット、ループ併用 ・ アキスミンスターカーペット

・ ウィルトンカーペット

色柄 パイル形状種別

・ ダブルフェースカーペット

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚

・ 帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)

タイルカーペットの敷き方

　階段部分　

　平場　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

下敷き材　　・ 第2種2号、呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

見切り、押え金物

　　　　　　・ 適用する(材質、形状等　図示(図面番号：　　　　))

6.合成樹脂塗床

(19.4.2)

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

・ モルタル埋込み工法

ブロック

フローリング ・ なら・ 303×303・ 15

樹種大きさ(mm)材料 厚さ(mm)

・ (　　　　) ・ (　　　　)・ (　　　　)

・ 釘留め工法

種別 樹種材料

・ A種

・ B種

・ C種

・ フローリングボード

・ 複合フローリング

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ なら

・ (　　　　)

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

・ 接着工法

・ フローリングボード

・ A種

・ C種

・ B種

大きさ(mm)厚さ(mm)樹種材料

・ フローリングブロック

　 (直張用)

・ 複合1種フローリング

・ 複合2種フローリング

・ 複合3種フローリング

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ モザイクパーケット

　 (直張用)

・ なら

・(　　 )

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

7.フローリング

工法

織り方

・防滑り性床シート　種類（　）　性能（　）　厚さ（　）

(表19.4.4)

(表19.4.5)～

(表19.4.8)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

特記仕様書６
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12

・ 9.5

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製　・ 扉一体成形

A-23

・ 案内板

・ (　　)

・ アクリル

・ (　　)

・ (　　)・ (　　)

　 スクリーン印刷

・ シルク・ 5mm

・ 衝突防止表示　(図示(図面番号：　　　　))

・ 非常用進入口表示　(図示(図面番号：　　　　))

・ トイレ表示　(図示(図面番号：　　　　))A-24

50

A-27

土間下
30
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23

植
栽
工
事

1.植栽地の確認

(23.1.3)

土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　・ 行う

水溶性塩類(EC)の試験　　　　　　・ 行う

(23.2.2)

(23.2.3)

(表23.2.2)

植栽基盤整備工法

　・ 樹木　　(　・ A種　　・ (　　　　))

2.植栽基盤

　・ 芝及び地被類　　(　・ B種　　・ (　　　　))

排水設備

　・ 設ける

　　( ・ 暗きょ　・ 開きょ　・ 排水層　・ 縦穴排水　・ (　　　))

埋込み用土

　・ 現場発生の良質土　　・ 客土

土壌改良材

3.植樹

(23.3.2)

(23.3.3)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱

　支柱材

　　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　　・ (　　　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

4.新植樹木の

　枯補償

(23.3.4)

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

5.移植樹木の

　枯損処理

(23.3.6)

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

6.芝

(23.4.2)

(23.4.3)

種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)

　　 排水量　　・ 軽量骨材(層の厚さ：　　　　)　　・ 板状成形品

7.屋上緑化

(23.5.3)

(23.5.4)

植栽基盤及び材料

・ 屋上緑化システム

かん水装置　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 植込み用土　　・ 改良土　　・ 人工軽量土

　　 樹木の材種　　図示(図面番号：　　　　)

　　 寸法　　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 株立数　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　 　土壌層の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

・ 屋上緑化軽量システム

　　 支柱　　・ 図示(図面番号：　　　　)

1.旗竿

高さ(m)　　・ 5　　・ 6　　・ 7

形式　　　 テーパー付き　　・ ロープ式　　・ ハンドル式

材種　　　 ・ アルミニウム製　　・ (　　　　　　)

脚部　　　 ・ 埋込式　　・ ベース式

2.フェンス ・ ネットフェンス　　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ (　　　　)

外
構
工
事

24

(　　　　　　)の試験　　　　　　・ 行う

特記仕様書７
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内装

制限

床

巾　　木

壁

廻　縁

天　　井

天井高 備　　　　考

仕　　上 仕　　上 仕　　上

■　内　部　仕　上　表

階

下　　地 下　　地 下　　地

室　　名

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

No Scale

Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

LGS-19@360

LGS-19@360

LGS-19@360

塩ビ

塩ビ

塩ビ

Ａ－１３

防　火　認　定 内装制限記号

SOP

E P

C L

2-FUE

F C

AEP

W P

合成樹脂調合ペイント

クリヤーラッカー

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル

フタル酸樹脂ワニス

アクリル樹脂エナメル

仕上、下地共不燃材

仕上不燃材

仕上、下地共準不燃材以上

仕上準不燃材以上

仕上難燃材以上けい酸カルシウム板

準不燃ビニルクロス

メラミン不燃化粧板

NM-8619

QM-9828

QM-9824

QM-9826

NM-8578

QM-9427

NM-9300

不

不

準

準

難

石膏ボード　t12.5

石膏ボード　t 9.5

化粧石膏ボード　t9.5

耐水石膏ボード　t9.5

略　記　号

P B 石膏ボード

LGS 軽量鉄骨下地

注　　記

※ﾒｰｶｰ名は参考とし、同等品を可とする。

※仕上については、見本提出の上、仕上色及び材料を監督員の承諾を得た後に決定を行う。

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 2014 － Aug

男子便所

女子便所

踏込み

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60

LGS-W65@300(内壁面)

LGS-W25@300(外壁面)

LGS-W65@300(内壁面)

LGS-W25@300(外壁面)

LGS-W65@300(内壁面)

LGS-W25@300(外壁面)

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t12、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5捨貼り

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t12、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5捨貼り

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t12、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5捨貼り

2,400

2,400

2,400EP-G塗、耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

既
存
部

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt10 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体 LGS-19@360 2,400

共
通

廊下（改修前）

廊下（改修後） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5 ﾋﾞﾆﾙ巾木H60 EP-G塗、耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5(GL工法)既存ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体 LGS-19@360 ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t12、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5捨貼り 塩ビ 2,400下地調整

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5 撤去 ﾋﾞﾆﾙ巾木H60 撤去 EP-G塗、耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5(GL工法) 撤去 ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t12、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5捨貼り 撤去 塩ビ 撤去

天井吊ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

壁見切、衝立

壁見切、ﾊﾟｳﾀﾞｰ棚

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5下地

木目調ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t3

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5下地

木目調ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t3

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　　東リ：ﾌﾛｱﾘｭｰﾑｿｲﾙﾄﾞ

汚垂石　　TOTO：ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板　ｱｲｶ工業：ｾﾗｰﾙ

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板　吉野石膏：ｿｰﾗﾄﾝ(ﾊﾙﾀｶ柄)※クロルピリホスの含有する建材は使用しないこと。

※居室の内装へ第１･２･３種建築材料を使用しないこと。（規制対象外建築材料のみ使用すること）

常時開放式防火戸(特定防火設備)

木材保護着色塗料

EP-G

合成樹脂エマルションペイント

つや有り合成樹脂エマルションペイント

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5

汚垂石

SUS製ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ ｸﾘｱﾗﾝｽ150

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ﾓﾙﾀﾙ木ｺﾃ
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A2:1/100

A3:1/140

ﾄｲﾚ棟

Ｓ

既存部 既存部

２

２ ３

ＲＣ一部Ｓ ＲＣ一部Ｓ ＲＣ一部Ｓ ＲＣ一部Ｓ ＲＣ一部Ｓ ＲＣＲＣ

１

１

ＲＣ一部Ｓ

廊下Ａ含 廊下Ｃ含

ＲＣ一部Ｓ ＲＣ一部Ｓ

廊下Ｂ含

ＲＣ一部Ｓ

計画部

(用途：各種学校)
県立看護大学（用途：大学）

建築基準法(棟別)

消防法(棟別)

棟　　名

構造種別

ラーメン ラーメン ラーメン ラーメン ラーメン ラーメン ラーメン ラーメンラーメン ラーメン ラーメンラーメン構造形式

計画通知履歴

平成 7年 9月27日 平成 9年 3月21日

車庫棟

(用途：車庫)

３

４

既存部

Ｓ

２

7.80ｍ

7.20ｍ

17.13ｍ 3.20ｍ 11.60ｍ 11.40ｍ 20.60ｍ 11.92ｍ

12.00ｍ

12.00ｍ

２ ２3 1 3 1 3

2.70ｍ12.10ｍ 16.64ｍ4.60ｍ9.10ｍ 8.60ｍ7.10ｍ

10.35ｍ

２

22.80ｍ 15.52ｍ

２5

17.60ｍ 12.60ｍ

17.13ｍ

3

12.10ｍ

階　　数

最高高さ

軒　　高

ﾄｲﾚ棟

74.40

74.40

既存部 既存部

2,078.42 143.71 1,082.79 559.23 1,022.91 1,161.40

1,022.91 1,161.402,078.42 143.71 559.231,082.79

318.63

318.63

1,161.409,071.99

1,161.408,997.59

廊下Ａ含 廊下Ｃ含

683.27 473.70

234.46

768.69

132.35

901.04708.16683.27

1,447.51

51.92

1,499.43

計画部

74.40

廊下Ｂ含

(増築) (既存)(増築)

建築面積(㎡)

棟　名

建築面積

棟別計

小　計

合　計

敷地内合計

ﾄｲﾚ棟

既存部

395.95957.65

217.48

217.48

1,760.21

1,132.37

1,132.37

29.25

906.61

134.17

1,033.67

933.94

9.18

1,040.78395.951,392.614,054.20

312.77

283.61

298.08

894.46 1,976.79

1,976.7915,390.47

15,230.07 1,976.79

廊下Ａ含 廊下Ｃ含

459.40

376.15

729.92

485.14

465.28

465.28

465.28

797.24

329.08

1,126.322,610.90835.55

1,256.90

846.42

746.73

29.25

2,879.30

75.20

74.40

149.60

5.00

5.80

10.80

計画部 既存部

160.40

(増築)

廊下Ｂ含

(増築) (既存)

延床面積(㎡)

棟　名

５階

４階

３階

２階

１階

棟別計

小　計

合　計

敷地内合計

耐火種別 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 耐火 その他

18.00

18.00

18.00

18.00

10,251.39

車庫棟

既存部

車庫棟

既存部

18.00

18.00

18.00

17,385.26

県立看護大学

県立看護大学

1

3.00ｍ

2.80ｍ

16,312.40新築大学、各種学校

用途 種別 延床面積(㎡) 確認済証発行日 検査済証発行日 済証番号

看護大学、公衆衛生学院

ラーメン

敷地内棟別概要表

敷　地　内　棟　別　概　要　表

実習棟 体育館棟 機械室棟 講堂棟 大学院研究棟渡り廊下

屋外

管理棟 研究棟 図書館棟講義棟

公衆衛生学院

公衆衛生学院

実習棟 体育館棟 機械室棟 講堂棟 大学院研究棟渡り廊下

屋外

研究棟 図書館棟管理棟

講義棟

公衆衛生学院

実習棟 体育館棟 機械室棟 講堂棟 大学院研究棟渡り廊下

屋外

研究棟 図書館棟管理棟

講義棟

Ａ－０８

施設名

施設名

施設名

施設名

18.00

平成12年 1月11日

平成10年10月19日

平成13年 1月26日894.46

18.00

増築

増築車庫

大学

車庫棟

大学院研究棟

不　明

第10号

第10計建11号

第11建適22号
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棟別概要、求積表

面　　積

2.40

72.00

0.80

75.20

149.60

面　　積

5.00

5.00

10.80

番　号

2

1 6.00ｘ12.00

1.20ｘ2.00

計　算　式

合計

番　号 計　算　式

合計

トイレ棟　面積表

講義棟(増築部)　面積表

※ A　B　5　部分は既存部のﾎﾟｰﾁ､ﾊﾞﾙｺﾆｰであり、建設当初の申請にて、床面積は未計上、建築面積は計上済。

面　　積

2.40

72.00

74.40

番　号

2

1 6.00ｘ12.00

1.20ｘ2.00

合計

１階床面積

面　　積 番　号

合計

１階床面積

A 2.90ｘ2.00

番　号

6.00ｘ12.00

1.20ｘ2.00

3

4

5

面　　積

2.40

72.00

２階床面積

0.40ｘ2.00

74.40

番　号面　　積

２階床面積

B 2.50ｘ2.005.80

5.80

計　算　式

延床面積(㎡)

建　物　求　積　表

計　算　式 計　算　式

計　算　式

延床面積(㎡)建築面積(㎡)

建築面積(㎡)

1

2A

6,0001,2002,900

１階求積図　S:1/100

2
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

6,0001,2002,900

２階求積図　S:1/100

B

3

4

5

4002,500

2
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

3
0

2
,
0
0
0

3
0

2
,
0
0
0
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構　造　種　別

法　定　構　造

基　礎　構　造

設　　　　　備

・ＳＲＣ造　　・ＲＣ造　　・Ｓ造　　・木造　　・混構造（ＲＣ造＋木造）

・耐火　　・準耐火(ｲ-1時間)　　・準耐火(ｲ-45分)　　・準耐火(ﾛ-1)　　・準耐火(ﾛ-2)　　・その他

・杭基礎(PHC杭)　　・独立基礎　　・布基礎　　・べた基礎

別　途　工　事

ＤＡＴＥ
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工　事　名　称

建 　 築　  主

・第１種低層住専　・第２種低層住専　・第１種中高層住専　・第２種中高層住専　・第１種住居　・第２種住居　・準住居

・近隣商業　　　　・商業　　　　　　・準工業　　　　　　・工業　　　　　　　・工業専用　　・指定なし

敷地面積

用途地域

前面道路

・防火　　　　　　・準防火　　　　　・法２２条区域　　　・指定なし

都　市　計　画

地 名 ・ 地 番

敷　　　　　地

そ の 他 規 制

そ の 他 指 定

防　火　地　域

用　途　地　域

容　積　率

従用途主用途建　物　用　途

建　ぺ　い　率

工　事　種　別

最 高 の 高 さ 最高の軒の高さ

階　　　　　数

建　築　面　積

延　床　面　積

（共用廊下除く）

合　　計

敷
　
地
　
概
　
要

建
　
物
　
概
　
要

なし

・風致地区　　　　・特定街区　　　　・高度利用地区　　　・高度地区

・新築　　・増築　　・改築　　・移転　　・用途変更　　・大規模の修繕　　・大規模の模様替　　・内部及び外部改修

（　　　 ㎡） （　　　 ㎡）

工　事　期　間

■　設　計　概　要

No Scale

■　外　部　仕　上　表

場　　所 仕　　上　　内　　容

屋　　根

備　考

Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

設計概要、外部仕上表

・都市計画区域内（ ・市街化区域　・市街化調整区域　・区域区分非設定）　・都市計画区域外

備
　
考

参考ﾒｰｶｰ認定番号

法定値　60％ 法定値　200％

7.20ｍ

※ﾒｰｶｰ名は参考とし、同等品を可とする。

※仕上については、見本提出の上、仕上色及び材料を監督員の承諾を得た後に決定を行う。
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三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 2014 － Aug

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事

住所：〒514-0116　三重県津市夢が丘1丁目1番地1　TEL：059-233-5600

着工　　平成２６年１２月　　　　竣工　　平成２７年　３月

〒514-0116　三重県津市夢が丘1丁目1番地1

45,038.37㎡　 （ 45,038.37㎡）　（　       ㎡）　（　　　　　㎡）

　　　　　　　（ 　無指定　 ）　（　　　　　 ）　（　　　　　　）

幅員　14.00ｍ

大学（08110）

7.80ｍ

地上2階　　地下0階

増築部 既存部

74.40㎡

・電気設備　　・給排水衛生設備　　・浄化槽設備工事　　・空調換気設備　　・ガス設備

（屋根平場）

（屋根立上）

ﾀﾞｲﾌﾚｯｸｽ：VM-S工法

超速硬化ｳﾚﾀﾝ複合防水t2.0　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地 ﾀﾞｲﾌﾚｯｸｽ：VM-S工法

（笠木）

（ﾄﾞﾚｲﾝ） 鋳鉄製ﾖｺ引きﾄﾞﾚｲﾝ

と　　い （縦樋） ｱﾙﾐ製 ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ樋 75角 井上商事：ｱﾙﾐたてとい

外　　壁 （外壁） NISC:耐火ｴｽｶﾞｰﾄﾞBL-H
FP060NE-9218

耐火構造

（土台水切） ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5 曲げ加工

（巾木）

ポーチ （床） ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押ｴ

ＥＸＰ．Ｊ

（外壁－外壁）

（外壁－屋根）

断熱材 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24kg/m3 t100

（内部土間下） ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t30 ＋ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15

（２階天井）

その他

（ｶﾞﾗｽ周囲）

変性ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 15x10

ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ SR-1 5x5

シーリング （外部建具周囲）

（開口部額縁）

超速硬化ｳﾚﾀﾝ複合防水t2.0　脱気装置1ｹ所/100m2　ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ下地（合成ｽﾗﾌﾞ）
耐火構造

FP060FL-9101

ｵｰｴﾑ工業:OMZP鋼板

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押ｴ

ｱﾙﾐ製 W350

8,997.59㎡ 9,071.99㎡

15,390.47㎡15,230.07㎡160.40㎡

金属ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙt50(ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板+ﾛｯｸｳｰﾙ)、透湿防止ｼｰﾄ

SUSｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ ｸﾘｱﾗﾝｽ150

SUSｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ ｸﾘｱﾗﾝｽ150

（耐火被覆） 柱　吹付ﾛｯｸｳｰﾙt25

（耐火被覆） 梁　吹付ﾛｯｸｳｰﾙt25 FP060BM-9408

FP060CN-9460

ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板t1.6曲げ加工 焼付塗装

氏名：公立大学法人　三重県立看護大学　理事長　村本 淳子
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普通、軽量

(7)　ＪＩＳ規格

普通コンクリート　JIS A 5308

軽量コンクリート　JIS A 5002

異形棒鋼　　　　　JIS G 3112

溶接金網　　　　　JIS G 3551

アンカーボルト　JIS B 1178

スタッドボルト　JIS B 1195

ＡＬＣ版　　　　JIS A 5614

中ボルト　　　　JIS B 1180

高力ボルト　　　JIS B 1186鋼材SS400　 　　JIS G 3101

鋼材STK400　　　JIS G 3466

鋼材SN490C　　　JIS G 3136

鋼材SSC400　　　JIS G 3350丸　　鋼　　　　　JIS G 7103

□倉庫積載床用　　　　Ｎ/㎡ 　　　　　　　　　□受水槽　　　　　kN

注）2　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

　　 　行わない。

注）3　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4　盛りかえ後の支柱頭部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行なう。

　　 　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下

スラブ下

はり下

(3)　型　枠

せ　き　板 支　　　柱

種類

位

部

の

種

類

セ

メ

ン

ト

存

置

期

間

の

平

均

気

温

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

材

令

(日)

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

設計基準強度の50％5 N/㎜

2

設計基準強度の

85％ 100％

コンクリートの

圧縮強度

普通ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

注）1　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

□ 材料　　合板厚　12㎜を標準とする。　　□ 施工はＪＡＳＳ５による。

□ コンクリート型枠用合板の日本農林規格とする。

□ 型枠存置期間

(2)　鉄　筋

□ 鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。

□ 高度せん断補強筋は、JIS G 3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

　 さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構

　 造配筋標準(1)(2)」による。

□ Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする、継手（Ｄ19以上）をガス圧接とする場合は、

　 日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

□ ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200

　  箇所を超えるときは、200箇所ごと）に一回行い、一回の試験は5本以上とする。

　 外観検査　□有　□無、引張試験　□有　□無、超音波探傷試験　□有　□無

□ 柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、□Ｈ型(タガ型)　□Ｗ型(溶接型)　□Ｓ型(スパ

　 イラル型)とする。

□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

　 東京都取扱要綱」第４条の試験機関で行なうこと。

　　　 試験機関名　　工事監理者による指定の業者

　　　 代行業者名　　工事監理者による指定の業者

　 代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

１．建築物の構造内容

(2)　工事種別　　□新築　　　　□増築　　　　□増改築　　　　□改築

(3)　構造種別

□木造（Ｗ）　　　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　　　□鉄骨造（Ｓ）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　　　　　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　□

(4)　階　数

(6)　屋上付属物

□広告塔　　　　　　　□高架水槽　　　　　　kN　　□　　　　　　　　　　□

□煙　突　　　　　　　□キュービクル　　　　kN　　□　　　　　　　　　　□

(7)　増築計画　□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　□無

(8)　付帯工事

□門塀　　　　　　□擁壁　　　　　　　□　　　　　　　　　□　　　　　　　　　□

(9)　特別な荷重

適用は □ 印を記入する。
(1)　コンクリート

３．地　盤

(1)　地盤調査資料

□有（□敷地内　□近隣）　　□ボーリング調査　　□圧密試験　　　　□水平地盤案力係数の測定

　　　　　　　　　　　　　　□液状化判定　　　　□現場透水試験　　□土質試験

６．鉄骨工事５．鉄筋コンクリート工事

(1)　鉄骨工事は指示のない限り下記による

(2)　工事監理者の承認を必要とするもの

□製作工場　　　　　　　　　　□製作要領所　　　□工作図　　　□施工計画書

□材料規格証明書または試験成績書

　　□鋼材　　□高力ボルト　　□特殊ボルト　　□スタッドボルト

(3)　工事監理者が行なう検査項目

(□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

□ 原寸検査　　　　　□ 組立・開先検査　　　　　□製品検査

□ 建方検査　　　　　□ 　　　　　　　　　　　　□

□社内検査表　　　　　　□　　　　　　　　　　□

(4)　接合部の溶接は下記によること

□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　　□　一般　　□　標準　　□　長期

□ セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

　 打ち込み、養生、監理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で (財 )国土開発技

　 術研究センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

　 定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　 測定検査の回数は、通常の場合、一日一回以上とし、一回の検査における測定試

　 験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

□ 構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体 (JAASS5T-603)は、現場水中養生、

　 または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　 また、打込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは、その端数ごとに一回を

　 標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

　 の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、一回当り

　 ６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

　 クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

　 こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未

　 に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

(1)　工事名称：

　　 建築場所：

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　　　　　□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ） (2)　地盤調査計画

□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定

□土質調査　　　　　□物理探査　　　　□平板載荷試験　　□試験堀（支持層の確認）

(3)

(4)　ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

　　　　　　　　　　　　　　□スウェーデン式サウンディング試験

□無（調査予定）　　　　　　□有　　　□無

構 造 設 計 標 準 仕 様

□　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

□　日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

(5)　接合部の検査

□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率又は検査数

備　　考
工事監理者第三者社　内

□突合せ溶接部

□

□

第三者検査機関名

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

工事監理者による指定の業者

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行なうこと。

％

個

□ 高力ボルトは「JIS B 1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

　 どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

　 除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

　 ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場

　 合は、赤さびは発生しないままでよい。

□ 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

　 序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

　 とする。

　 締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

　 5㎝以上とする。

□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を

□ 設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

７．設備関係

□ けい酸カルシウム耐火被覆板

□ 吹付けロックウール（湿　式）

□ 吹付けロックウール（半乾式）

(6)　耐火被覆材の材料

　 工事塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗とする。

□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

□ 屋外に露出する鉄骨部分の錆止めペイントは、JIS K5622、２回塗を標準とする。

□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

(6)　防錆塗料

□ 必要に応じて記録写真を撮り、保管すること

□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

８．その他

□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

□ 東京都アーク溶接工事管理規準（建築構造設計指針第１２章）

□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説　　　　　　　　　　　　　　」Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ ､Ⅳ ､Ⅴ ､Ⅵ ､Ⅶ､Ⅷ ､Ⅸ

□ 公共建築協会「建築鉄骨設計基準及び同解説」

□　公共建築協会「建築鉄骨設計基準及び同解説」

□エレベータ　６人乗（ロープ式・マシンレス）　□リフト　　　　　kN　□ホイスト

４．地業工事

(1)　直接基礎　　□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎　　　　試験堀　□有　□無

Ｎ
値

土　質
深
度

○調査地番

○位置図

○孔内水位

○近隣データの調査地番と

　設計地番とは約　ｍの距離

　がある

○備考

5m

10m

15m

20m

25m

10 20 30 40 50 60

標準貫入試験　S:1/200

○支持地盤、地層及び深さに

　ついてのコメント

杭仕様　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

試験杭　（□有　□無）　（□打ち込み・□載荷）　　　　　本

杭　　種 材　　料 施 工 法 備　考

□ＲＣ　　□ＰＣ

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼

□ＨＣ－ＴＯＰ特厚

□鋼管　　□摩擦杭

□場所打ち

　コンクリート杭

ＰＣ　(□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種)

ＰＨＣ(□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種)

鋼材　□ＳＳ400 □ＳＴＫ490

コンクリート　Ｆｃ＝

スランプ　　　　　　㎝

セメント量　　　　　kg/m3

鉄　筋
主　　筋　ＳＤ

ＨＯＯＰ　ＳＤ

□ 打ち込み

□ 埋込み（セメントミルク工法）

□ SUPER KING工法

□ オールケーシング　　　□ 拡底杭

□ リバースサーキュレーション

□ ＢＨ □ 深礎

□ アースドリル　　　□ ミニアース

□ 手堀

□ 機械堀

拡底杭

　　第　　　　　号

日本建築センター認定

　　年　　月　　日

杭径（mm） 杭の先端の深さ(ｍ) 杭長（ｍ） 本数 特記事項長期支持力(kN)

(2)　杭基礎　　支持層－砂礫

 　　　　　　　　□ｾﾒﾝﾄ系固化材攪拌地盤改良（長期許容支持力 50kN/㎡）

□建設省告示第 1103号による認定工場（大臣認定　　Ｒグレード）

□ コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては JASS5(最新版)による

％

備
　
　
考

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ
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構造設計標準仕様

Ｓ－０１

No Scale

別図による 100

AOQL4%

第6水準

100

２．使用構造材料

(1)　コンクリート

捨コンクリート

適用箇所 種　類

Fc=N/mm

2

設計基準強度

Fq=N/mm

2

品質基準強度

cm

スランプ 備　　考

普通

計画共用期間の級は（一般・標準・長期）

１８

□キーストンプレート　　　　　型式　　　　　　　　　　厚

□折　　版　　　　　　　　　　型式　　　　　　　　　　厚

□デッキプレート　　　　　　　型式　　　　　　　　　　厚

(6)　屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用箇所

□ＡＬＣ版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚

QLﾃﾞｯｷ 1.2mm

18.0

※水セメント比は55％以下とする。

(2)　コンクリートブロック（ＣＢ）

□Ａ種　　　□Ｂ種　　　□Ｃ種　　　　　　厚□100、　　□120、　　□150、　　□190

(3)　鉄　筋

異形鉄筋

丸　　鋼

溶接金網

種　　類

□SD295A

□SR235

□

(4)　鉄　骨

鋼　　材

種　　類 使用箇所 現場溶接 備　考

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□SS400 　（□SM490B　□SN400B）

□SSC400

径 使用箇所

□重ね継手

□ガス圧接継手

□特殊継手

（　　　　　　　　　）

継手工法 備　考

□SD345

□SD390

D13以下

D32以上

□SN490B　　□SN490C

□BCR295　　□STKR400　 □STK400

土間、基礎

基礎

B.PL、D.PL

(5)　ボルト

□高力ボルト　　　□普通、F10T　□特殊、S10T 認定品（□M12、□M16、□M20、□M22）

□中ボルト　　　　□M12

□STKR400 □有　□無胴縁

D19以上

普通

普通、軽量

普通、軽量

18.0

18.0

普通、軽量 18.0２１土間コンクリート

構造体強度補正

躯体コンクリート

合成スラブ １８ 18.0

　（Ｄ16以下）

　（Ｄ19以上）

　　　　　　　　　　ナット（シングル、ダブル）

□アンカーボルト　 φ＝M27(Ｌ＝600㎜)、φ＝M22(Ｌ＝600㎜)、φ＝M16(Ｌ＝400㎜)

　 満の場合は120分、25℃以上の場合は90分以内とする。

全数

　 の部分とする。錆止めペイントは、JIS K5674　 1種、２回塗りを標準とする

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 2014 － Nov

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事

三重県津市夢が丘1丁目1番地1

地下　０階　　　　　地上　２階　　　　　塔屋　０階

(5)　主用途　　大学

2階床、陸屋根

梁

柱

胴縁

２４ ２４＋Ｓ

 　　　　　　　　□柱状改良



6d以上(※4d以上)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

(1)　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2)　記号

ｄ･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ･･･部材の成　　Ｒ･･･直径

＠･･･間隔　　ｒ･･･半径　　￡･･･中心線　　Lo･･･部材間の内法距離　　ho･･･部材間の内法高さ

ＳＴ･･･あばら筋　　ＨＯＯＰ･･･帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼
（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

柱

梁

(5)　鉄筋のあき

丸鋼では形、異形棒鋼では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

異形棒鋼

丸　　鋼

間隔

あき

間隔

do do d あき d

a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋、幅止め筋　　c.煙突の鉄筋

d.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

e.単純梁の下端筋

f.その他、本配筋標準に記載する箇所

(1)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行なう

所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合

補強筋

但しＬ≦φの場合

　　Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

Ｌ

1

.

5

φ

φ

150

45°

3-D16

基礎下端

基礎下端

コンクリート止め板

1

5

0

H O O P

補 強 筋

杭　　径

(2)　場所打ちコンクリート杭

杭頭処理

φ

へりあき200以上

1

0

0

以

上

8

0

0

～

1

0

0

0

余

盛

コ

ン

ク

リ

ー

ト

杭

主

筋

 

4

0

d

杭間隔は2ｘφかつφ＋1000以上

φ

￡

4

5

d

重

ね

継

手

HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

スペーサー

フラットバー@3000

(各４ヶ所)

主筋のかぶりは

10d以上とする

はつり部分

￡

(1)　直接基礎

(2)　杭基礎

フック付

フック無し

2

0

d

以

上

かぶり厚さ

￡

2

0

d

以

上

￡

余長4d

40d（片側）20d（両側）

(3)　べた基礎

(4)　基礎接合部の補強

ハンチを付けた場合（a≧3）

4

0

7

0

a

1

Ｌ

2

≧

1

5

d

2

1

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はD13以上

４．埋戻し土のある場合は40を70とする

Ｗ1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

2-D16以上

500＜H≦1000

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｗ

1

45°～60°

H

Ｌ

2

3

-

D

1

3

※

※

※

※ ※ ※

Ｌ

1

H≦500は※印筋は不要とする

梁
幅

(1)　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

ジベル）による、おさまりに注意する

鉄骨柱Ｄ

30～50

主筋

主筋

地中梁下端筋@

1

5

0

H

O

O

P

HOOP2-D13以上

地中梁上端筋

鉄骨柱Ｄ

125以上

（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

Ｌ

1

地

中

梁

H

O

O

P

@

1

0

0

4

0

d

以

上

か

つ

2

D

以

上

B.PL下端

30～50

150以上

ベース下の施工を慎重にする

HOOP2-D13以上

(3)　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

(4)　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 (5)　せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

柱

}

 

※

2

-

D

ハンチ ハンチ梁幅

2-D ※ {

1

6～8

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

イ

Ｄ

Ｄ：1500を超える場合

8

d

8

d

イ の拡大図

梁

幅

ハ

ン

チ

※上端主筋の定着は、やむを得ない

　場合、上向きとすることができる

(2)　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

15d 15d

（継手範囲）

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

※

※

Ｌ

1

外 端 部 内 端 部

Ｌ

2

上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

Lo/4

15d 15d

※

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｌ

2

※

（継手範囲）

外 端 部 内 端 部

h

o

/

4

h

o

/

2

h

o

/

4

h

o

/

4

h

o

/

2

h

o

/

4

h

o

150以上

h

o

/

2

+

1

5

d

h

o

h

o

Ｌ

2

h

o

/

2

+

1

5

d

重ね継手圧接継手

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所に付ける

継手の好ましい位置

(1)　柱主筋の継手 (2)　柱主筋の定着

(3)　帯　　筋

イ Ｈ型（タガ型）　ロ Ｗ型（溶接型）　ハ Ｓ型（スパイラル型）
Ｄ

150以下

150以下

〃

〃

P

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

P

1

設

計

ピ

ッ

チ

以

下

第一帯筋

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　主筋の位置をさける

注３．フックおよび継手の位置は、

　　　交互とする

135°

ロ　型

日　型

目

型

5d L

2d 2d

Ｌは片面溶接10d

両面溶接5d以上

6

d

6

d

6

d

8

d

12d

Ｌ

Ｌは50d以上かつ30cm以上とする

末端部の添巻は1.5巻以上

とする

Ｌは中間部50dかつ300以上

1

2

d

Ｌ

Ｌ

2

Ｌ

2

1

P

P

P

P

Ｌ

2

1

柱Ｄ 柱Ｄ

Ｌ

2

梁

Ｄ

1

.

5

Ｄ

1

.

5

Ｄ

1

1

(4)　斜め柱・斜め梁
○柱幅と斜材(柱又は梁)幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる ○柱脚で斜材となる

注１．1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

注２．①の鉄筋は2-D13かつ、２本の一段太い鉄筋とする

(5)　絞り (6)　二段筋の保持

1

0

0

1

0

0

e

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

Ｄ

e≦D／6 e＞D／6

15d

Ｌ

2

Ｌ

2

Ｄ

4

0

0

e

a

a

a

a

6φ-@1000

4

d

4

d

a

a

6φ-@1000

a＝1.5ｘ(呼び名の数値)

1．一般事項

3．杭

4．基　礎

5．地中梁

6．柱

(6)　鉄筋のフック

Ｌ

1

Ｌ

1

a≧400

a≧0.5Ｌ

1

ａ＝0.5Ｌ

1

圧接継手 重ね継ぎ手（下図のいづれかとする）

(3)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

つき

つきつき

定 着 の 長 さ

重ね継手の長さ
特別の定着及び

（Ｌ
1

）

普通、軽量コン
クリートの設計
基準強度の範囲

(N／mm2)

鉄筋の種類 下端筋（Ｌ
3

）

スラブ小　梁
一般（Ｌ

2

）

35dフックつき

45dフックつき

21　22.5　24

21　22.5　24
SD295B

SR235

15dフック
25dまたは

15cm以上
25dかつ

15cmフック25dフック 35dフックつき

45dフックつき

30dフックつき

25dフックつき

35dフックつき

30dフックつき

35dまたは

40dまたは 45dまたは

40dまたはSD295A

SD345 

16　18

16　18

継　　　手

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．D19以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない

５．鉄筋径の差が５mmを超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

θ＞80°

θ d d

1.4d以上

圧接面

圧接面 圧接面

1.1d以上

d／5以下

3mm以下

d／4以下

40

土に接しない部分

土に接する部分

屋根スラブ
床 ス ラ ブ
非 耐 力 壁

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外
は　　　り

柱

耐　力　壁

擁　壁　・　耐圧スラブ

柱･はり･床スラブ･耐力壁

基礎・擁壁・耐圧スラブ 70 60

40

40

50

50

50

40

40　(30)

30

30(20)

30(20)30

(1)

(2)

(3)

(1)

(4)

(4)

(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
　　30mmとすることができる

(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　40㎜とすることができる。
(3) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

　　を受けて40mmとすることができる。

(4) 軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

(5) (　)内は仕上げがある場合。

〔注〕

部　　　　　　位
最小かぶり厚さ

（mm）

設計かぶり厚さ

（mm）

かぶり厚さ

最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

(4)　かぶり厚さ （単位：mm）

(1)　鉄筋末端部の折曲げの形状

Ｒ

ｄ ｄ

Ｒ

Ｒ

ｄ

ｄ

キャップタイ

8

d

以

上

余

長

余

長

余長

の末端部　またはスラブと同時に

折曲げ角度90°はスラブ筋・壁筋

打ち込むＴ形およびＬ形梁のキャ

ップタイのみ用いる。

折曲げ角度 180° 135° 90°

図

鉄筋の余長 4d以上

折曲げ内法寸法Ｒは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B、

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

(2)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

図
鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の種類
鉄筋の径に

よる区分

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法(Ｒ)

2．鉄筋加工、かぶり

8d以上(※4d以上)

ｄ

Ｒ

あ ば ら 筋
帯　　　　筋

スパイラル筋

SR235、SD295A

SD295B、SD345

3d以上16φ､D16以下

19φ､D19以下

Ｒ

ｄ

上記以外の

鉄　　　筋

SR235、SD295A

SD295B、SD345

4d以上

6d以上

8d以上

16φ､D16以下

19φ～25φ､D19～D25

28φ～32φ､D29～D38

鉄筋表示記号

異径鉄筋

丸　　鋼
鉄筋径

9φ 13φ 16φ 19φ 22φ 25φ 28φ 32φ

D32D29D25D22D19D16D13D10

Lo

Lo

Lo/2

Lo/2

Lo/4

Lo/4Lo/4

余長※印は幅止め筋

1

0

0

D10-@100

15d 15d

1

5

d

Ｌ

2

1

,

5

0

0

以

下

5

0

0

以

上

か

つ

3

h

o

/

4

以

下

Ｌ

1

Ｌ

1

Ｌ

1

300φ以下

4-D13

400～450φ

6-D13

450～600φ

8-D13

HOOP D10-@100

Ｌ

1

1

.

5

φ

φ

Ｌ

1

Ｌ

2

 

o

r

 

Ｌ

3

※印筋は2-D10-@250とする150

Ｌ

2

Ａ拡大図

60

100

Ａ

上表の鉄筋表示記号は，この配筋標準図には適用しない。

両面5d以上

片面10d以上

第一帯筋

Ｌ

2

Ｌ

2

1

5

d

柱頭補強かご鉄筋

（柱頭部定着L2が確保

補強かご鉄筋

主筋と同径

Ｌ

2

以

下

Ｌ

1

補強かご鉄筋

できない場合のみ必要）

備
　
　
考

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

三重県知事登録第1-518号 一級建築士　No.215909　國分恵之

Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

No Scale鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

Ｓ－０２

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 2014 － Nov



8．床　版

￡Lo/4
つりあげ筋

15d
L

2

＋
5
d

20d

L
2 L

2

L

2

＋
5
d

(梁主筋を折り曲げるとき)

柱幅

折曲げ起点は中心線をこえる
ことを原則とする

最 上 階

Lo L
2

L
2

一 般 階

L
2

15dLo/4 ￡ 15d

Lo/6 Lo/4

Lo1/2B 1/2B

B

25d

斜めでもよい

斜めでもよい

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

最終端
下向きでもよい

連続端

1
5
0
以

上

L
2

※

フック付

￡

柱幅が大きくて、直線部だけで
L
2

がとれる場合でも柱中心線を
こえて中間折曲げテール長150
以上又は180°フック付とする

D
平　面

正
　
面

正　面

θ＝45°

15d 2Lo/3 L
1

25d

Lo

平面

L
2

端部先端
あばら筋
を入れる

片
持
梁
筋
折
り
曲

げ

つりあげ筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い
鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

柱幅が大きい場合
a　片持床スラブ

b　一般床スラブ

25d

バーサポート

75～100 60
Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ Ａ

Ｃ Ｃ

ＣＣ

Lx
Lo/4 Lo/4

Lo
/4

Lo
/4

L
y

D13 15d

15d

10dかつ150以上

継手位置は原則として下表による。

短辺方向

長辺方向

短辺・長辺方向 Ａ　　Ｃ

Ｂ

Ｂ

標準継手位置

上端筋

下端筋

a 梁に b 柱に（平面図）
L
2

かつ柱中心線を超える

L

2

L

2

a

か
つ

中
心

線

を
超

え
る

L

2

150程度

L

2

L
2

150程度

横筋、柱面に

一本目を配置する。横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を

配置する。

c 床に

D13

D13

L
2

L
2

D13
1,000

受筋D10

D13

1,000

受筋D10

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

ｲ は壁配筋と同じ

ｲ

ｲ

（平面図）

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L

2

L

2

L

2

シングル配筋 ダブル配筋

スリット部の鉄筋の被り厚さは
２－（４）かぶり厚さの表、
最少かぶり厚さ以上とする。

L
2Ｄ

柱に定着はシングル配筋とする

Ｗ　Ｗ≦Ｄ／６かつ１０cm

柱

ｔ
ｔは階高の１／１００程度

d 壁と壁

D13
D13 2-D13 2-D13

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
7．大梁、小梁、片持梁

幅止め筋

4
d

4d

Ｄ

Ｄ＜６００　不要

　６００≦Ｄ＜　９００　　２－Ｄ１０　１段

　９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０　２段

１２００≦Ｄ＜１５００　　６－Ｄ１０　３段

Ｄ１０＠１０００以内で割り付ける

腹　筋

幅止め筋

(5)　幅止め筋の本数、加工

(4)　あばら筋の型

6d

6d

8
d

6d

8
d

a b c d e

6d

4
d

8
d

6d

ＳＲＣの場合

4
d

1
8
0
°

曲
げ

（イ）原則として a のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で b

（ロ）フックの位置は a にあっては交互、 b にあってはスラブ側とする。

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で c 又は b とすることができる。 

(3)　あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置

(2)　大梁主筋の継手
Lo

Lo/2Lo/4 Lo/4

Lo/4 Lo/4

c 片持梁の定着

b 小梁の定着

a 大梁

(1)　定着 (1)　定着および継手

折曲　D10-@200

D10-@200

600 D10-@150

D13-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

250
2-D16

L
1

L

1

2
0
0

2-D161200ｘ600以下a 軽作業の土間

D13

300 50

(8)　打継ぎ補強 （ダメ穴打継面について）

●設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ
１

以上

●無筋部分Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

(6)　土間コンクリート

(7)　釜場

端部 L
1

Ｄ Ｄ
以

下

D13

L
1

2Ｄ

D13

2Ｄ

Ｄ

500 500中央

Ｄ
以

下

D16
L
1

Ｄ

2Ｄ

L
1

D10-@150

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

2
Ｄ端部

中央

D16

D16
L
1

2Ｄ

L
1

Ｄ
≦

Ｈ
≦

2
Ｄ

ＨＤ

500 500

(5)　床板段差

(2)　屋根スラブの補強

L
1

L

1

L
1

L1

L1

2L

1

D13

D13

L
1

L

1

D13

孔と孔のへりあき100以上

設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

注）床板厚さＤ 周　囲 斜　め

　　　　Ｄ≦１５０ 各２－Ｄ１３ 各１－Ｄ１３

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

周囲補強筋

斜め補強筋

(4)　床板開口部の補強 （開口の径500程度の場合）

L≦1200

L

L/
2L

1

上端筋
4-D13(L＜900))

上筋

下筋

L

L/
2L

1

1200＜L≦1500

5-D13かつ
上端筋

上筋径以上
下端筋
5-D13かつ
鉄筋長は上筋の1/2以上

(3)　片持ちスラブ出隅部補強

L

　でL＝1,500とし、上端筋の下に配筋する

b ※の箇所（入隅）は各階補強する

9．壁

(1)　定着

(2)　スリット部（設計図に記入のあるとき）

(3)　手摺、パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

D13

D10-@150

D10-@150

ｔ

D13

L
2

L
2

L

1

L

1

L
2

L
2

h
o

D13

ｔ

D13

D10

D10-@150D13

L

1

h
o

h

D10-@150

D10-@150

L
2

L
2

L
2

L
2

L

1

(4)　コンクリートブロック帳壁

パラペット

手摺

120以上

L
2

D13

L

2

L

1

1
0
0
以

下
Ｈ

D13

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

設計図による）

L

1

Ｈ

L

2

150以上

1
0
0
以

下

D10-@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10-@200

D13

注）ｈｏ≦２５ｔがつ３５００以下とする。但し直行方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。。但し、２００≦ｈ≦４００

注）継手部は必ずモルタルを充てんすること

10．柱、梁増打コンクリート補強
増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

(1)　柱 （70≦a≦200の場合に適用）

(2)　梁 （70≦a≦200の場合に適用）

11．梁貫通孔補強

(1)　設置可能範囲

ＤＤ／３

望ましい範囲

（φ１＋φ２）×3/2以上

φ１ φ２

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

1.2Ｄ 1.2Ｄ

孔径の平均値の３倍以上離す
柱及び直交する梁（小梁）の面から原則として1.2Ｄ以上離す

(2)　鉄筋標準配筋 但しφ≦Ｄ／３とする

φ

φ φ

(3)　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

　　　□リング型　　□パイプ型　　□金網型　　□プレート型

12．増築予定 増築時の鉄筋継手工法を考慮して設置する

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

(1)　柱、梁 (2)　地中梁 (3)　床版、壁

L

1

≧L
1

50 50

5
0
≧

L

1

Ｄ13

Ｄ13

≧L
1

Ｄ13

5
0
≧

L

1

50

≧L
1

aL
2

補強筋

あ
ば
ら
補
強
筋

D10幅止め筋

Ｂ

補強筋
あばら補強筋

a
L

2

補強筋

●補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

　以上とする。

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　とする。

●腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

●Ｂ≦３５０の場合　補強筋　２－Ｄ１６

●Ｂ＞３５０の場合　補強筋　３－Ｄ１６

●梁下端増打コンクリートの場合も上端

　増打コンクリート補強と同様とする。

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

L
2

受け筋D13以上

L
1

5-D13(900≦L＜1200)

は継手の好ま

しい位置

ＤＤ

Ｄ

L
1

L
1

15d 15d

８０≦φ≦１００

斜　　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　　筋　２－（２－Ｄ１３）

１００≦φ≦１５０

斜　　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　　筋　２－（２－Ｄ１３）

横　　筋　２－（２－Ｄ１３）

上下縦筋　２－（２－Ｄ１３）

１５０≦φ≦２５０

斜　　筋　４－（２－Ｄ１６）

縦　　筋　４－（２－Ｄ１３）

横　　筋　２－（２－Ｄ１３）

上下縦筋　３－（２－Ｄ１３）

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方 ５００≦Ｄ＜７００･･･ｄ≧１７５

Ｄ

ｄ

ｄ ７００≦Ｄ＜９００･･･ｄ≧２００

９００≦Ｄ　　　　･･･ｄ≧２５０

L

1

L
1

L

1

b 間仕切壁(RC壁･CB壁)との交差部

Ｄ
Ｄ

a 補強筋は各5-D10　又はスラブ主筋の同一径

※

L

a

a

a

L

2

30
0以

下
30

0以
下

〃

300以下 300以下〃

L
2

L
2

※柱(帯筋)と同径、同ピッチとする。

印は補強筋

30
0以

下
30

0以
下

Ｂ

※

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

※
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Ｓ－０４

１．　一般事項 ２．溶接規準図

（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（３）　高力ボルト接合

（４）　溶接接合

（１）　スミ肉溶接

（２）　部分溶け込み溶接

（３）　完全溶込み溶接

（４）　フレアー溶接

○　溶接記号番号を　○中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）　　●　ＢＯＸ型

●　Ｂ．Ｈ方式

　　●　　　　　Ｈ型

　　　及び梁成が異なる場合

●　柱が途中で折れる場合 ●　柱を途中で絞る場合

， ，

（ａ）　構造設計仕様による

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ａ）　鉄骨制作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継ぎ手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｄ）　溶　接　姿　勢

（ａ）　溶　接　技　能　者

（ｂ）　溶　接　機　器

（ｃ）　溶　接　方　法

溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ３８４１

（半自動溶接）の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

　　アーク手溶接　（ＭＣ）　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）

　　セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＮＧＣ）アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）

　　（　）　アークエアーガウジング機（直流）　　　（　）　溶接電流を測定する電流計

　　（　）　サプマージアーク溶接機１式　　　　　　（　）　溶接棒乾燥器

　　（　）　交流アーク溶接機　　３００Ａ～５００Ａ（　）　炭酸ガスアーク半自動溶接機ニ

ホ

ヘ

イ

ロ

ハ

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

　　組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

　　（　）　仮付位置イ

仮付不良 仮付不良良 良

裏はつり側にする

仮付溶接

開先面

　　（　）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工するロ

　　　　　　Ⅰ）　　完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　　　　　　　　　エンドタブを取り付ける

　　　　　　Ⅱ）　　エンドタブの材質は、母材と同質とする

　　　　　　　　　母材より１０ｍｍ　程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

　　　　　　Ⅳ）　　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

　　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る

　　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：４０ｍｍ　以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

　　　　　　Ⅲ）　　エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ　以上

　　（　）　エンドタブ

　　　　　　材質母材と同質材料とし厚さは手溶接で

　　（　）　裏あて金ロ

イ

ｔ

３５ｍｍ以上

エンドタブ
かつ　２ｔ以上

（注）　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ

Ｓ

ｔ≦１６ｍｍ

６ ７ １０ １２

　８～１０ １４～１６１１～１３　７以下

２

１ｔ

ｔ ●　軸力が加わる場合のＳは母材と同厚
　　　とすることが望ましい

●　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする
●　ｔはｔ１、ｔ２の小さな方とする

　　　余盛は（　１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする

ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍ
ｔ≦ｔ１

●　両側に補強すみ肉溶接を付加する

（使用箇所に注意）

１

２
溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ＳＳ
θ＝６０゜θ＝６０゜

Ｇ＝０

Ｄ１ Ｄ１

ｔ ｔ＞１６ｍｍ

ｔ

ｔ１

３
溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

（平継手　Ｔ形継手）

●　両側に補強すみ肉溶接を付加する　ＡＡＧ

ｆ

ｆ

Ｒ≦２

θ＝４５゜
ｆ＝ｔ／４

ｔ ６＜ｔ＜１９ｍｍ
ｔ

Ｇ＝　０～　２（裏はつり後裏溶接）

４

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

●　補強すみ肉溶接を付加する

ｆ

θ

Ｌ

Ｒ≦２ ｔ

Ｇ

ｔ１

ｆ＝ｔ／４

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

ｔｍｍ θ Ｇ ｔ１ Ｌ θ Ｇ ｔ１ Ｌ

６≦ｔ＜１２

１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ

６

９

９ ９

９

６ ５

８

８ ９

６

６ ６

９

９ ８

８

５

３５゜

３５゜

４５゜ ４５゜

４５゜

３５゜

５

Ｔ形突合せ継手余盛

ｆ＝ｔ／４

Ｆ．Ｖ

のど厚ｔｍｍ 余盛りの高さｍｍ

●　両側に補強すみ肉溶接を付加する

●　ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合
溶接姿勢

ｆ

ｆ

Ｒ≦２

４

３

２

１ｔ≦４

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

ｔ＞１９

θ＝４５゜（５５゜）

２／３ｔ

１／３ｔ

Ｇ＝０～２

θ＝６０゜

ｔ

Ｆ．Ｖ
●　両側に補強すみ肉溶接を付加する

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

ｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍ

のとき４ｍｍ　とする）

ａ＞４ｍｍ　の場合

削り面

溶接姿勢

　平継手で板厚が異なるとき

ａ
１

５

Ｒ≦２

ｆ

ｔ

Ｇ＝０～２

θ＝４５゜

ｔ

Ｇ＝０～２

ｔ

１

１

２

６

７

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

２５ｍｍ以上

ｔ ｔ≧１９ｍｍ

ｔ ６＜ｔ＜１９ｍｍ

ｆ＝ｔ／４

Ｒ≦２

Ｌ Ｌ
Ｇ

ｆ

ｔ

ｔ１

θ

ｔｍｍ θ Ｇ ｔ１ Ｌ θ Ｇ ｔ１ Ｌ

６

９

９ ９

９

６ ５

５

８ ９

６

６ ６

９

９ ８

５

５６＜ｔ＜１２

１２≦ｔ≦１９

　ｔ＞１９

４５゜

４５゜

３５゜３５゜

４５゜

３５゜

プレート

寸法（ｍｍ）

Ｋ形の場合

●　フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

　　　溶接棒角度θは３０゜～４０゜とする

●　９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする

８
Ｂ

Ｓ

φ
φ Ｂ Ｓ

９ ４７

８

９ ５

６

７

８２５ １２

１９ １０

２２ １１

１３

１６

４．５
ｔ

θ

平面詳細Ａ　　　Ａ　断面図

１

内ダイヤフラム

２０以上かつ

エンドタブが互いに

あたらぬこと

回し溶接する

ガス抜き

φ＝２０　

の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱

７

７

内ダイヤフラム

根巻の場合

１

スカーラップ部分は

Ａ　断面Ａ

４

７ ７

１
０

０
以

上

１
５

０
以

下

８０以下

フランジが柱のＲに

接しないこと

θ＝７５゜～１０５゜

ｔ＞柱フランジのプレート厚

内ダイヤフラム

溶接と添板の内側板

に注意のこと

大梁が斜めの場合は
４

４

テーパー管
もしくは
プレート加工

θ
ｔ

スカーラップ部分は

回し溶接する

Ａ　　　Ａ　断面図

平面詳細

Ａ
Ａ

４

４

１

４

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

２５ｍｍ以上

（　）　溶　接　施　工ｆ

・鋼材種別による溶接条件

７

ｔ

４００Ｎ級鋼

鋼材の種類

４９０Ｎ級鋼

溶接材料

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９

ＪＩＳ　Ｚ　３２１１、３２１２、３２１４

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２、３２１４

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

４０以下

４０以下

３０以下

４０以下

フラム厚み（ｔ）の内部で溶
接する事

１

１

１ １

１

１

１

１

１

１

１ １

１

１

１

１

１

※
※ ※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

４

４

４

７

４

７

４

４

４

４

４

※

※

※

１

※

※

※ ４

４

４

４

１

１

３５０以下

３５０以下

２５０以下

３５０以下

入熱（ＫＪ／㎝）バス温度差（℃）

鉄　骨　構　造　標　準　図　（１）

Ｒ≦２

通しダイヤフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用する事。

〈柱材料：ＢＣＲ２９５、ＢＣＰ３２５を使用する場合〉

通しダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大圧の２サイズアップとする事。

４

４

４

※はりフランジは、通しダイヤ

※

※

※

※

※

※

※

※

※

２

２

４

１ ※ｔ＞16ｍｍ　場合の溶接は、③～⑤とする。

１ ※ｔ＞16ｍｍ　場合の溶接は、②又は③～⑤とする。

※ ※ 印は設計者が記入すること。

※ ※ ※※

※※

※ｔ＞16ｍｍ　場合の溶接は、③～⑤とする。２

２
５

以
上

２５以上

６ｍｍ　、半自動溶接で９ｍｍ　以上とする

ハ　　（　）　スカーラップ半径は３０～３５ｍｍと、１０㎜ のダブルアールとする

の場合のスカ－ラップは但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満 ｒ＝２０ｍｍとする

（５）　塗装

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

ホ いためないように、養生を行なう　　（　）　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を

ニ

励行し、部材に確認マークをつける

　　（　）　裏はつり

　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

ｒ

ｒ＝３０～３５ｍｍ

スカーラップ

ｒ１０

ｒ３５
裏当て金

Ｇ

θ
ニ（　）　裏はつり

θ　ルート間隔

Ｇ　開先角度

鉄骨構造標準図（１）
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鉄骨構造標準図（２）

Ｓ－０５

（１０）　梁貫通補強

（１）　ボルトピッチ（Ｐ）、

（４）　ハンチ部の継手

（５）　柱継手リスト

（７）　デッキプレート

（６）鉄骨ブレース

　　　（ａ）　羽子板ボルト

　　　（ｂ）　形鋼ブレース

　　３．　継手規準図、その他

ボルト穴径・最小縁端距離

２

２

１

１

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

＞　１ｍｍ　フィラプレート併用のこと

リブプレート
Ｗｔ Ｗｔ

Ｆｔ

ＦｔＦｔ

Ｆｔ

Ｗｔ　－Ｗｔ
Ｆｔ　－Ｆｔ

２

２

２

１

１

１

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

Ｂ１≦　２５０ Ｂ１＝　３００ Ｂ１＝　３５０（４００）

ｐ ｐ
ｐ

ｅ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ ｅ

４０ ４０１５０ １４０（９０）７０ ７０（９０）

ｅ
ｅ

〃
〃

ｅ
ｅ

４
５

４
５

４
５

１
０

４
５

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

１
０

１
０

Ｌ ＬＬ

Ｎ１ Ｎ１ Ｎ１

Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２

ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

Ａタイプ

４

柱Ｄ≧２５０ｍｍとする

エ
レ
ク
シ
ョ

ン
ピ

ー
ス

Ｂ≦１５０ Ｂ≦３００
３５以上３５以上

Ａタイプ使用は

Ｌ

ｅｅ ｅｐｐｅ

ｅ
ｅ ｅ

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）Ｐ

Ｌ
－

（
３

）
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）

Ｎ２Ｎ２

Ｌ １
０

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

ｐ

１
０

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

Ｂタイプ Ｃタイプ注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

符　号 部　　材

フランジ ウエブ

Ｎ１－径 Ｎ２－径ＰＬ－（２）ＰＬ－（１） ＰＬ－（３）

板　　厚

板　　厚

種　　　類

ねじの呼び

本　　　数

最

最

調整ねじの長さ

　　　　大

　　　　小

ねじの呼び（ｄ）

軸径ｄ１

平　鋼　製

切　板　製

溶　接　長　さ（最小）

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　　中　８ｇ　１０．９

取付ボルト

　　（２）　羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

注　（１）　ｅ１、ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

はしあき（最小）

　　　　Ｓ

　　　　ｔ

　　　　ｔ

　　　　Ｒ
許容差　＋０．　－０．５ｍｍ

取付ボルト穴径

（２）ｅ１

（１）ｅ２

（１）ｅ２

　　　　ｅ３

（２）

（最小）

（最小）

へりあき

へりあき

ボルト端から取付ボルト

穴芯のあき（最小）

Ｎ－径ＰＬ－（１）部　　　材符　　号

部材リスト参照

羽子板ボルト 形鋼ブレース

Ｓ

ｔ

ｄ

Ｒ

長さ
ｄ

３０゜

Ｓ

ｄ
１

ｔ

Ｒ

ｅ３

Ｒ

Ｐ

Ｎ

ｅ１

ｅ
２

ｄ
１

ｅ
２

ｅ１

ｅ３

ＰＬ－（１）

１
５

ＰＬ－　６

１

１

ｅ１

≒
　
＠
　
６
０
０

長さ

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

１６φ≒＠２００

アークスポット溶接

梁との溶接およびコネクター

水平ブレース

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

梁上切断の場合 あて板（鉄板） あて板（非金属）

スラブ端部の補足材 補足受材

受梁へのかかり寸法および端部処理

ｅ ｅ ｅ

ｅ ｅ

ｅ ｅ

１
５０－４００

１

Ｌ形鋼

５０－２００

１

ｅ

ｅ

１

５０

５０ ３０

Ｌ－　５０ｘ５０ｘ６　＠≦６００　

６００以下

３００以下

ＰＬ　－　１．６

ＰＬ　－　３．２

５０－４００

５０－４００

ＰＬ　５０ｘ６

５０－４００

ＰＬ　－　１．６

（ＪＩＳ　１１９８） スタッド材の標準形状・寸法

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ

ス　タッ　ド　材
Ｄ

ｄ

Ｔ

Ｌ

形状

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ

●　梁端部（スパンの　／１０　かつ２Ｄ以内）は避ける。

●　　φ　≦　０．４Ｄ

●　計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

φ φ

２φ

φＤ

１０ １０

Ｂ１ Ｂ２

２１１１１１１

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

Ｍ２０Ｍ２２Ｍ２０Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１２

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

　６０

　７０

　８０

１００

１４０

１７０

φ２２ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１３ｍｍ

４７

４０

４．５

３５

１３

２２

１９

４．５

１００

１０．８１

１０．６４

２８

２５

５２

５０

４０

６

６

１７

１１５

１２．６５

１２．４６ １４．４６

１４．６５

５９

５５

６

２５

６

２８

４５

１７

１２５

１６．３３

１６．１１

１４０

２１．５

５０

３４

９

３２．５

９

６６

６０

６６

７５

９

３２．５

９

３４

５０

２１．５

１５０

１８．１１

１８．３３

２０．１１

２０．３３

１６５

２３．５

５５

３８

９

３７．５

９

７３

８５

７０

８５

９

３７．５

９

３８

５０

２１．５

１７５

２１．７７

２１．９９

１２．７

１６．０

１５．８

１９．０

１９．０

２２．０

２２．２

１３．０

２５．４

２９．０

３１．７

３２．０

３１．７

３５．０

３４．９

２２．０

　９．５

１０．０

　９．５

１０．０

　７．９

１０．０

　７．９

１０．０

１

１

１

１

１

１
１

４

４

４

１

１

５０，８０，１００，１３０

８０，１００，１３０

８０，１００，１３０，１５０

１００，１３０，１５０

鉄　骨　構　造　標　準　図　（２）

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

符　号 部　　材

フランジ

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３）

ウエブ

Ｎ２－径

部材リスト参照

（２）　ピン接合梁継手リスト

（３）　梁鋼接合継手リスト

［注］（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｐｅｅｐｅ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（２）

Ｎ ２（片側）

ＰＬ－（３） ＰＬ－（１）
Ｎ １（片側）

符　号 タイプ 部　　材 Ｎ－径ＰＬ－（１） ＰＬ－（２）

部材リスト参照

１

１

Ｎ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｅｅｅ

ｐ
ｅ

ＰＬ－（１）

１０

１０ｅ ｅ

ｅ

Ｎ

（片側）

ＰＬ－（１）

（両面）

１

ＴＹＰＥ－１

ＰＬ－（２）

ＴＹＰＥ－２

１

ＰＬ－（１）

１０ｅ ｅ

Ｎｅ
ｅ

ＴＹＰＥ－３

H-100X50及びH-150X75の場合

（ｍｍ）

６０

６０

６０

７０

４０

５０

５５

６０

４０

４０

４０

４５

２２

２６

２８

２８

３４

３８

４４

５０

５５

６０

４０

２２

２４

２６

標　準最　小（２）（３）の標準（３）（２）（１）

ボルト

穴　径
呼　び

最　小　縁　端　距　離　（ｅ） ピ　ッ　チ（Ｐ）

３２

Ｍ３４以上

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０

１８

３２

３５

呼び+５

４９

５４

9ｄ/５ 4ｄ/３

３６

４０

アンカーボルト径（ｄ）

１０

１０

ｅｅｅｅ

ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通　１：４程度であるが構造図による

ｒ＞8ｔ以上

ｒ：半径　ｔ：板厚

１１０

（ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ５５４０…１９８２/５５４１・５５４２…２００３）

８

８

ｅ≧３５ｍｍ

ＰＬ　５０ｘ６
５０－２００

１

１

１

６

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

リブプレート補強

パイプ補強（小径の場合）

プレート補強の板厚

スリーブ径

φ　≦　０．１５Ｄ

φ　≦　Ｄ／４

φ　≦　Ｄ／３

φ　≦　０．４Ｄ

補　強　板

補　強　板　不　要

Ｗｅｂ板厚以上（片面）

Ｗｅｂ板厚以上（両面）

Ｗｅｂ板厚X１．２倍以上（片面）

２
φ

'

φ
'

Ｄ φ
'

φ
'

１０ １０

φ１ φ２

（φ１+φ２）X3/2以上

●　　φ’は補強板の穴径を示す

（８）　露出柱脚

ＦＢ－６５ｘ９　中ボルト　Ｍ　１６

備　　考

H-125・60・6・8

H-150・75・5・7

H-175・90・5・8

H-200・100・5.5・8

H-250・125・6・9

H-148・100・6・9

H-194・150・6・9

H-100・100・6・8

H-125・125・6.5・9

H-150・150・7・10

１６

６２０

2 12 185 180

100

径

部　　材

符　号

アンカーボルト

ベースプレート

L 本数

厚

A

B

ｇ

１６ ６２０

６２０

６２０

６２０

１６

１６

６２０

７３０

１６

６２０

７３０

７３０

16

16

16

210

235

260

310

210

255

185

160

210

200

200

120

120

１６

２０

２０

２０

１６

16

2

2

2

2

2

2

2

2

2

12

12

12

12

12

180

180

180

180

180

180

180

100

100

100

100

100

100

100

（９）　頭付きスタッド

（a）H形鋼　（ピン接合）

（ｂ）固定・半固定　（許容応力度等計算を行わない場合）

注）表は3.（1）の（e）欄に示す

L

Bｇ

A

１

１

二重ナット等の戻り止め

座金

アンカーボルト径（ｄ）

ベースプレート厚≧1.3ｄ

アンカーボルト
（定着長さ≧20ｄかぎ状に曲げる等の措置）

アンカーボルト断面積の

総和≧柱断面X0.2

アンカーボルト外径≦ｄ+5ｍｍ

縁端距離（ボルト孔の径に

応じ表に示す数値以上）

ボ

ル

ト

ア

ン

カ

ー



備
　
　
考

ＤＡＴＥ

ＳＣＡＬＥ

三重県知事登録第1-518号 一級建築士　No.215909　國分恵之

Drawing Title

Job Title

一級建築士

倉田和彦

№327089

設計担当者

No Scale

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準 ＪＦＥ建材
株式会社

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

□1.2
□1.6

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本鉄鋼連盟
「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接

デッキ幅方向

デッキスパン方向

アクセサリー

施工順序 敷　込　み デ ッ キ と 梁 と の 接 合

支持梁:鉄骨梁

支持梁:鉄筋コンクリート･鉄骨鉄筋コンクリート梁

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

材料／溶接金網・異形鉄筋

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□亜鉛メッキ(Ｇ) 　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]
□無し(                                     )

亜鉛メッキ Ｚ２７限定

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 厚さ(デッキ山上)

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

□そ　　の　　他

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

□頭付きスタッド                            □φ１３　　□φ１６　　□φ１９　　□φ２２

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 
 その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

墨　出　し

敷込み仮止め溶接

デッキと梁との接合

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

鉄筋コンクリート梁･鉄骨鉄筋コンクリート梁鉄骨梁

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部 デッキ端部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

□焼抜き栓溶接       下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲           別途打込み鋲の仕様による

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２

２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

又は打込み鋲

ｍｍ200  　以下
50    以上ｍｍ ＱＬデッキ

すみ肉溶接又は
ドリリングタッピンネジ 梁耐火被覆

φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

ＱＬデッキ
クローサー

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

現場切断（デッキ）

クローサー
梁耐火被覆

すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

デッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下
デッキ受材 クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持
合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ
(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、デッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。
・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周

部
大

梁

Ａ

小
梁

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

 外周梁 デッキスパン方向１  外周梁 デッキスパン方向２  外周梁 デッキ幅方向  デッキを突き合わせた場合

 デッキを離した場合  デッキを連続にした場合  デッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

 梁継手部 デッキスパン方向  梁継手部 デッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎ

 建物外回り デッキスパン方向  左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

 建物外回り デッキ幅方向

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 内部大梁、小梁 デッキスパン方向

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 建物内部大梁 デッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ
φ４－１３　＠６００以下

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋
デッキ受け材

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

すみ肉溶接又はドリリングタッピンネジ耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

40
d

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 鉄骨梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

φ４－１３　＠６００以下

デッキ切断、柱へののみ込みなし

ａａ

１０ｍｍ以上
梁幅 ＱＬデッキ

デッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし
コンクリート止め 木材等

柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径
１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後
デッキを切断 開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

支  持  梁  ：鉄骨梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート梁又は鉄骨鉄筋コンクリート梁、小梁：鉄骨梁
コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐 火 時 間     コンクリート種類   デッキのサイズ   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類   デッキのサイズ   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

ＱＬデッキ（メッキまたは防錆処理）

コンクリート厚さ
デッキ高さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

鉄骨梁

５０

支  持  梁  ：鉄骨梁 　　　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

支　持　梁  ：鉄筋コンクリート梁又は鉄骨鉄筋コンクリート梁の場合 　　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート
耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

耐 火 時 間     コンクリート種類   デッキのサイズ   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

ＱＬデッキ（メッキまたは防錆処理）

コンクリート厚さ
デッキ高さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ
デッキ高さ

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
2

2

３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

　ＪＩＳ Ｂ １１９８

ｍｍ

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁上 大梁上

小梁上（リップ部はメス側のみ） 小梁上（リップ部はメス側のみ）

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
D

Ｑ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
D

Ａw ＝（　　　　）mm

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)
１.２　  　　　４,９００
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー
（ワイヤーメッシュの
　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

４     整　　形

アーク手溶接

（１）溶接機

（２）溶接棒

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

１）頭付きスタッド
　　仕様及び打設位置は別途設計図による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

　　別途打込み鋲の施工要領による。
２）打込み鋲

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

 　　ように敷込む。（５０ｍｍ以上）
 ２）デッキプレートの溝部が各大梁上に乗る

 　　り幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。
 ３）デッキプレートの長さ方向の梁上のかか

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

径１０㎜弱で"の"の字を描いてデッキを焼抜く。
溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

デッキに垂直にしてアークを発生させる。
デッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を

１    アーク発生

２   デッキ焼抜き

工　　程                 手　　順　・　要　　領

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

（３）標準溶接条件

梁フランジ板厚　　　　　　溶 接 電 流

６mm以上     １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) ３  押し込み・溶着
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

３）焼抜き栓溶接
　　平成１４年４月１６日　国土交通省告示第３２６号 第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に
　　基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

１.２

１.６

９以上       ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×２度打ち

６～９未満     ３００～３２０   ３４～３６   ３.５～４.５×１度打ち

９以上       ３００～３２０   ３４～３６   ４.０～４.５×２度打ち

デッキ板厚   梁フランジ板厚       電流           電圧            アークタイム
（ｍｍ）       （ｍｍ）         （Ａ）         （Ｖ）              （秒）

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

　２.ＣＯ
2

ガス流量：２０㍑／分以上

６～９未満　　 ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×１度打ち

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

ＣＯ
2

アークスポット溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記の方法で電流値をチェックする。

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

(1)デッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

      (コンクリート厚さをデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)
    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m
m

ひび割れ

3

2

2

2

2

注2)

注2)

注2)2

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

フラッシング

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

Ｓ－０５
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●材質

2

X

45

45

740,775

695,775

650,695

650,695

L

45

注1)

60

PM27

記号

M33

M36

35

c

18 34

t d

材質

M27

M30

PM30

PM33

PM36

31

28

32

32

18

18

45

42

42

35 45 18 37

単位 mm

A

B

(e)

 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

単位 mm

55

g

dt

9

材質

55

31

60

34

SS400

65 12 37

9

9

M27

M30

M33

M36

単位 mm

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び

M27 D29

M30 D32

M33 D35

M36 D38

d

異形部

呼び名

単位 mm

【JIS G 3112】

M36 D38

D29

M33

M30 D32

D35

M27

呼び

d

単位 mm

異形部

呼び名

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用

295

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α

1

適用板厚

T(mm)

溶接

方法

ア

ク

｜

溶

接

ス

シ

ル

ド

ガ

ク

接

溶

ア

シ

｜

｜

｜

接

溶

ク

ル

｜

ア

ド

ル

フ

セ

覆

被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

下向き

α1：35

α1：45

α1：35

下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)

溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なし

SN490B

３．７

３．５ 注入座金

３．３ Mナット

形状（イ） 形状（ロ）

３．１ ベースプレート

SN490B
【JIS G 3136】

３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．４ 定着座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ・特Aタイプ ii) Bタイプ

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

とする。

４．３ 基礎立上がり

※トップフープはダブルとする

■組立

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタルはベースパック

６．４ 建方

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

アンカーボルトの本締め（弛み止め）６．５

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入溶接

姿勢

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

基準高さより誤差は

ｅ1

標

準
許
容

差

図

けがき線

テンプレ－ト

アンカ－ボルト

中心線

角形鋼管

a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

（イ） 300

30-19R □-300×300 t≦19

φ45

320

360
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460
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460
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520
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φ45
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φ50
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φ50
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φ50

φ55
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4-M33

8-M27

8-M30

8-M33

8-M30

8-M33

8-M36

8-M36

-

本数-呼び
配筋

コンクリート柱型

特A

(mm)
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600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

700

700

-

-

-

-

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

材質

アンカーボルト柱

250

280

320

320

223

220

216

290

286

283

303

-

400

400

400

470

470

470

490

-

-

-

寸法 W(mm)

特A

150

180

220

220

123

120

116

190

186

183

203

-

300

300

300

370

370

370

390

-

-

-

寸法 x(mm)

特A

J寸法

l2

200

230

270

270

（イ）

（イ）

（イ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（ロ）

t
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32
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36

32

36

40

40

40

45

50

d(mm)

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B

標準

寸法 D(mm)

特A

-

-

-

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

記号

15-12R t≦12

17-12R

20-09R

20-12R

25-09R

25-12R

25-16R

30-09R

30-12R

30-16R

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦12

t≦12

t≦16

t≦12

t≦16

外径 板厚
ベースパック

(mm)

（桟木等）

注入枠

２．柱

１．工法概要 ３．構成部材・寸法

旭化成建材株式会社岡部株式会社

設計

施工 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
ベースパック柱脚工法　標準図

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理
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角形鋼管
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レベルモルタル（ベースパックグラウト）
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立上り高さ

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

3

0

9

0

以

上

150以上

フープ筋

立上り筋

T

テンプレ－ト

柱心

柱心

e1

e
1

約
３

０
ｍ

ｍ

ベースパックグラウト

２/３　程度

l1 l2 l1 l1 l2 l2 l1

l

2

l

1

l

1

l

1

l

2

l

2

l

1

単位 mm

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2.5,+∞

(-5,+∞)

-2.5,+∞

(-5,+∞)

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

ベースパック　型

8-D13

8-D16

8-D13

8-D16

8-D16

8-D16

8-D19

8-D16

8-D19

8-D22

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

700

700

730

460

500

550

550

(mm)

135

135

135

135

135

135

135

135

135

150

150

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

ﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

ｱﾝｶｰ

F値295N/mm  以下
２

□-150×150 ～ □-300×300 用

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

1  アンカーボルト

2  注入座金

3  Ｍナット

5  定着座金

6  テンプレート

4  ベースパックグラウト(グラウト材)

7  フレームポスト

8  フレームベース

9  ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10  ベースプレート

(注)上記  1  ～  10  の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記  6  ～  9   は現場状況により仕様が異なる場合がある。

STKR400

F値(N/mm  )２

X

45

45

45

60815,850

715,755,795

710,755

665,715

L

注1)

121,156

85,113,153

108,153

108,153

b

注1)

SD490

材質

SD490

材質

SD490

【JIS G 3112】

適用アンカーボルト

110

101

101

110

SS400

アンカーボルト

適用

a1 a2

基準強度は21N/mm　以上２

-2≦e1≦2

-3≦ｅ≦10

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

を行う。

行い、標準許容差は下図による。

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

(JASS 6　鉄骨工事による)

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

1.0～1.1　　の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

技術者等による。

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

l1

t≦9

t≦9

t≦9

設計基準強度

立上り筋 フープ筋

12-D22

標準フレーム (N/mm 　)2

最低h寸法フレームポスト間フレームベース

（降伏比７５％以下） （降伏比７５％以下）

SD295(D10,D13,D16)

SD345(D19,D22)

CO  ガスシールドアーク溶接

i) アンカーフレーム Aタイプ・特Aタイプ の場合 ii) アンカーフレーム Bタイプ の場合

28

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

6

5

h

寸

法

x

W

50

9

0

以

上

3

0

J

50x

W

J

3

0

以

上

9

0

h

寸

法

6

5

50x

W

J

3

0

以

上

9

0

h

寸

法

6

5

特Aタイプを選択できる。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

< Bタイプ  > < 特Aタイプ >※< Aタイプ >

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

 許容差

柱心

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-12」（平成25年5月17日付）

2013年7月作成

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙｢ベースパック柱脚工法における

Ｄ

Ｄ

●形状

720

740

620

620

630

730

650

650

650

720

730

D10@100

D10@100

D10@100

D10@100

柱型寸法の最小･最大値一覧｣による。

ベースパック柱脚工法設計施工標準図

Ｓ－０６



頭部モールドコア試験

本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状の

・本地業は、本特記仕様書によるほか
§3一般事項

＜4＞室内配合強度

　＜3＞合否の判定

①設計対象層について抜取ヶ所をNとする。１箇所あたり３個の供試体
　を採取し、強度をその箇所の強度とする。
②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

③検査手法Aによる品質検査
　合否の判定は設計対象層におけるNヶ所(抜取ヶ所数)の一軸圧縮

　試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

標準偏差
変動係数、品質確認書より想定する。

1.9合格判定係数　ｋa

方向の分布を測定する。

検査数量は、1検査対象群毎に1箇所以上かつ、50コラム毎に

　＜4＞未固化改良体の比低抗測定

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度
※頭部コアは、１箇所当り3個のコア採取を標準とする。

深部モールドコア試験
検査手法A

§5施工監理

３００

％７０水/固化材比

αｔを用いて、次式による。　　Xf＝αｔ×Fc
配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数

コラム径、掘削深度(改良長+空堀長)、本数配置等は、設計図書による。
ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等に
ついて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員
の承認の上変更することができる。

§4コラム仕様
＜1＞設計基準強度
コラムの設計基準強度はFc＝

＜2＞固化材

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認する。

備
　
　
考
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No Scale

§1工法概容

セメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防止翼
(十字型 )を装置した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、
固化材の科学反応により所要の強度所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

ｋN/㎡とする。

＜3＞配合強度

割増係数αｔは、合格率８０％とした下表による。

3

※施工手順に従って次の使用で行う。
①固化材スラリーの吐出量
②ロッドの鉛直性
③オーガー回転数

⑤トルク値またはオーガー電流値
④掘削深度・速度及び引上げ深度・速度

§6品質管理
＜1＞調査ヶ所(検査対象に対して)
①検査対象層群は概ねコラム300本を1単位とし、層厚50cm以上の
　土層毎に検査対象層を決める。

②検査対象層は( )であり設計対象層を( )とする。

③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。
④調査ヶ所数(検査対象群に対して)

＜2＞採取位置

固化材の配合は、原則として改良部分の検査対象土を採取し、３種類
以上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量
を決定する。

設計基準強度×割増係数/(室内28日/室内7日強度比)＝推定室内7日強度

＜5＞固化材液の配合

固化材添加量 ｋｇ/ｍ

§2特記事項
本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術
性能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法とする。
また、事前にその証明書を管理者に提出し認証を得ることとする。

に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取り扱い

＜1＞施工業者

「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」
(平成14年11月30日　財団法人　日本建築センター、以下指針という)による

頭部コア 深部コア

対
象

層
の

深
部

箇所

箇所

XN≧XL＝FC+Ka・σｄ＝FC+K a{FC・Vｄ/(1-1.3Vｄ)}

Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値：NX
X ：L 合格判定値
FC：設計基準強度
Ka：合格判定係数
σｄ：
Vｄ：

(合格判定係数)

採取ヶ所数　N 1 2 3 4～6 7～8 9～

1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

1箇所以上とする。

シルト 細　砂

２

２

９００

GBRC　性能証明　第08―06号036

Ｓ－０８

35％

30％

25％ 2.163

2.597

3.160 2.649

2.240

1.918 1.815

2.095

2.448 2.265

1.961

1.719 1.651

1.869

2.265 1.594

1.594

1.594

9～7～84～6321採取ヶ所数　N

変動係数　
　　Vc

地盤改良特記仕様書（ウルトラコラム工法）

地盤改良特記仕様書
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   設計GL-2.10m（改良長1m以上）より浅くならない範囲で改良底を浅くしてよいものとする。
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建物名称 構造及び階数 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備　　考
別表第一 (7) 項

国:国有財産法延面積 （㎡） 建:建築基準法延面積 （㎡）

(○印の付いたものが対象工事)

Ⅰ．工事概要

２．建物概要

４．指定部分 ・　無 ・　有 対象部分

・ 電灯設備

工事種目
建物別及び屋外

・ 動力設備

・ 電熱設備

・ 雷保護設備

・ 受変電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 発電設備

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 情報表示設備

・ 映像･音響設備

・ 拡声設備

・ 誘導支援設備

・ テレビ共同受信設備

・ 監視カメラ設備

・ 駐車場管制設備

・ 防犯･入退室管理設備

・ 自動火災報知設備

・ 中央監視制御設備

・ 構内配電線路

・ 構内通信線路

・ テレビ電波障害防除設備

トイレ棟 屋外･その他

工　　事　　種　　別

Ⅱ．工事仕様

１)．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記

仕様書等のうち、 ○ 印が付いたものによる。

２)．機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞ

れの工事仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の工事仕様は（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

・　公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（平成25年版）

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）

・　公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（平成25年版）

１．共通仕様

２．特記仕様
１)．項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２)．特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

３)．東海地震にかかる地震防災対策強化地域における工事にあっては「大規模地震対策特別

措置法」による注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な

補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実

が発生した場合は、契約書第 26 条（臨機の措置）によって処理されたものとする。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

　請負代金額が５００万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（CORINS）に登録 

するものとする。

　なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された

登録の手順に準じて訂正するものとする。また、変更契約日と工事完成日の

間が、１０日に満たない場合は、変更契約時の登録を省略することができる

ものとする。

１．工事実績情報

の登録 

２．概成工期

３．電気保安技術者

４．発生材の処理等

について

　総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期の概ね　　日前

・　既存建築物の改修又は増築工事であって、当該建築物の電気工作物に営

・　本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月

　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場

源化等について適切な処置を行なう。

31日　法律第104号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資

までに支障のない状況までに完了していること。

・　中部地方整備局制定の営繕工事の保安規程第 5 条に定める工事担当技術

　者の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を行うものとする。

　繕工事の保安規程とは別の保安規程が適用されている場合においても、工

　事を行うために必要な事項について、営繕工事の保安規程を準用する。

合は監督職員と協議を行う。尚、分別解体・再資源化の完了時に、以下の事

項を書面にて監督職員に報告する。

①再資源化等が完了した年月日

②再資源化等をした施設の名称及び所在地

③再資源化等に要した費用

（１）分別解体の方法

建築設備工事

・ 有

・ 無

・ 手作業

・ 手作業、機械作業併用

・ 新築

・ 増築

・ 修繕

・ 模様替

工　程 作業内容 分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

・ コンクリート

・ 木　材
・ ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ コンクリート及び
　　鉄から成る建設資材

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設名称 所　　在　　地

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

・　引き渡しを要するもの

・　特別管理産業廃棄物

・　特別管理産業廃棄物の処理方法

（ ・ 金属類　 ・ 盤類　 ・ 電線、ｹｰﾌﾞﾙ　）

（ ・ PCB使用機器 　・ ｲｵﾝ化式感知器　・ 蓄電池 ）

・　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。  

・　イオン化式感知器は、(社)日本火災報知機工業会の自主管理基準による。　

※ 照明器具安定器にＰＣＢが使用されている場合は、安定器を本体より分離し

金属箱に　収納し表示を付して建物管理者に引き渡す（報告書共）。

・　再生資源化を図るもの

・　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とし、搬出処理費は

（ ・ 蛍光ランプ 　 　・　白熱灯　　　)

   別途とする。

・　本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。総合施工計画作

　　成時、工事完了時、及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該シ

　　ステムにデータ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生

　　資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、工事完了時に同計画書

　　の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。
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　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「追記・一般事項　１．設備

機材等」を含む。）に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のもの

とする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾

を受ける。

５．機　材　等

６．機材の品質

・性能証明

７．環境への配慮

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、

「標準仕様書に定める品質及性能」を有することの証明となる資料は、監督

職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとする

ことができる。

　本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質

及び性能を有すると共に、次の（１）から（４）を満たすものとする。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

（２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

　　　有量が少ない材料を使用する。

（３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジーｎ－ブチル及びフタル酸ジー２

　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

　　　加されていない材料を使用する。

（４）（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　　　什器類等は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレン

また、設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣は、次のとおりとする。

規制対象外

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種

　ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　セドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレンの濃度を測定し、監督職員に報告する。　なお、測定はパッシブ型 

測 定 時 期　 ・　 工事着手前

測定対象室

測 定 箇 所 ・　 図　示

・　 図　示

・　 施工終了時

・　 

・　 

採取機器により行う。

８．室内空気中の

化学物質の濃度測定

９．施工図等 　工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成す

る施工図等のうち、下記の原図及び複写図（1 部）を監督職員に提出する。

ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものと

してよい。

機器製作図

制御システム図

試験成績書

機器・配管配線施工図

　なお、施工図等の著作権に係わる該当建物に限る使用権は、発注者に移譲

する。

一式

一式

一式

一式

　図面に特記無き場合は、次表の「他工事との工事区分表」による。

他工事との取合い

発電機の基礎

配電盤・制御盤等の基礎

自立型テレビアンテナの基礎（屋上）

避雷針の基礎（屋上）

配線ピット及び蓋

自立閉鎖装置を取付ける防火戸の切込・補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

照明器具・幹線等の吊ボルト用のインサート

別途機器などへの接続（直接接続するもの）

機器付属制御盤以降の配管配線（接地共）

機器付属制御盤への電源供給の渡配管配線（接地共）

天井吊型 FCU 及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

小便器用水装置の制御盤以降の配管配線

自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る配管配線

防油提

天井点検口

梁・床・壁貫通部

埋込分電盤・端子盤・プルボックス

軽量鉄骨下地天井・壁ボード類の切込

床デッキプレート

既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付

補強

スリーブ・仮枠

補強

仮枠

補強有りの場合(補強共)

補強無しの場合

切込

屋内・屋上

屋外

電気設備工事 機械設備工事 建築工事

開

口

部

「他工事との工事区分表」

機器付属制御盤への操作回路の渡配管配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

10．他工事との

工事区分

13．排出ガス対策

建設機械の使用

14．事故報告

11．耐震施工

　排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型建設

機械を使用する。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するもの

とする。

　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するととも

に、事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。

　設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工

指針  2005年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研

１）設計用水平地震力

    機器の重量[kｇｆ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

  設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

・　特定の施設 ・　一般の施設

一般機器

0.6          0.4

一般機器

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下・１階

機器

防振支持の機器

水槽類

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器

機器

  重 要 機 器

・　配電盤

・　交換機 ・　自動火災報知受信機

・　直流電源装置

・　中央監視装置

  上層階の定義は次による。

  ２～６階建の場合は、最上階  ７～９階建の場合は、上層２階

  10～12階建の場合は、上層３階   13階建以上の場合は、上層４階

２）設計用鉛直地震力

    設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・

・　発電装置

・ ・
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・　設けない　　　・　設ける（    ㎡ ）　　　・　既設建物利用

・　別契約の関係受注者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できる。

・　本工事で設置する。

・　内部足場等（　種）　　・　外部足場等（　種）

足場を設ける場合は、公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

平成２２年版　２．２．２（ｂ）によるほか、設置においては、「手すり

先行工法による足場の組立て等に関する基準」(厚生労働省 平成21年4月

「手すり先行工法に関するガイドライン」について（別紙1）)における２の

　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の

負担とする。

設計図ＣＡＤの貸与（　・　あり　　　・　なし）

完成図(オリジナルファイルも提出)にＰＤＦ形式を加える(ＰＤＦは１ファイルにまとめる)

ＰＤＦよりトレペＡ１版原図１部、縮刷製本を作成。保全に関する資料を含め、

１．監督職員事務所

２．足場その他

３．工事用電力、

水その他

６．完成図

・　構内敷きならし ・　構外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）

※構外搬出の搬出先は監督職員と協議による。

・　本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）

　の登録対象工事であり、請負者は、工事の実施に当たっては土量、土質、

　土工期等に変更が有った場合、速やかに当該システムのデーター更新を行

　うものとする。尚、これにより難い場合には、監督職員と協議しなければ

　ならない。

　最大電力 500 kＷ 以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

・　６０[Ｈｚ]　　　　　・　５０[Ｈｚ]

　姿図の形状及び寸法は、概略を示す。

　ＵＴＰケーブルは、次に示す記号及び規格による。

記　　号 規　　　　　　　格

ＥＭ-ＵＴＰｹｰﾌﾞﾙ JCS 5503「耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽLAN用非ｼｰﾙﾄﾞﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ」
（ＥＭ-ＵＴＰ５Ｅ） 耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ5e UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT5e/F)

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6  UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT6/F)（ＥＭ-ＵＴＰ６）

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A UTPｹｰﾌﾞﾙ(UTP-CAT6A/F)（ＥＭ-ＵＴＰ６Ａ）

７．建設発生土の処分

８．電気工事士

９．電源周波数

10．機器姿図

11．電　線　類

14．機器取付高さ

12．呼 び 線

13．ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ

　図面に特記無き場合は、次表の「機器標準取付高さ」による。

「機器標準取付高さ」

取付高さ[mm]測　点名　　　称 名　　　称 測　点 取付高さ[mm]
電
力
共
通

積算計器

引込開閉器

分電盤

スイッチ

スイッチ

スイッチ

(多目的便所)

(自動扉)

(一般)

(和室)

(台上)

(土間)

(外壁・屋外)

(一般)

(踊場)

(鏡上)

壁掛形制御盤

手元開閉器箱

制御スイッチ

集合保安器箱

室内端子盤

壁付電話機

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ 
拡
声

時
計

構
内
交
換

動　

力

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

コ
ン
セ
ン
ト

電　
　
　

灯

1,800～2,000

1,800～2,200

1,300

1,100

1,800

300

150

 150～ 200

500

800

2,100～2,300

2,000～2,500

150

1,500

1,300

300

200

1,300

1,500
(上端1,900以下)

天井高×0.9

1,300

天井高×0.9

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

地上 窓中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

台上 中心

床上 中心

地上 中心

床上 中心

床上 中心

鏡上端 中心

床上 中心

床上 中心

床上 下端

天井下 上端

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

床上 中心

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

1,500
(上端1,900以下)中心～床上

情報表示盤

壁付発信器 1,300

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ 2,300

壁付押釦（一般） 1,300

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 標準図による

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外) 1,300

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 900

呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 300

復帰釦 1,500～1,800

機器収容箱 200
ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ 300

150

受信機･副受信機  800～1,500

機器収容箱･発信機  800～1,500

警報ベル 2,300

表示灯 2,100

ｶﾞｽ検知機(LPG) 300

出
退
表
示

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同

受
信

火
災
報
知

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～天井下 上端

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

～床上 中心

天井高×0.9

備　
　

考

注）1.天井高3,000以上の場合及び上記取付高さにおいて

2.意匠に関する部分(正面玄関･玄関ﾎｰﾙ･EVﾎｰﾙ･上級室

　･会議室)の取付位置は、監督職員と協議すること。

3.表記は原則とし、施工前に監督職員の承諾を受ける。

　長さ 1ｍ 以上の入線しない電線管には、1.2ｍｍ 以上の呼び線を挿入する。

　フラッシュプレートは、図面に特記なき場合は次による。

・　金属製（ステンレス、新金属も含む） ・　樹脂製

(一般)

(和室)ﾃﾚﾋﾞ端子
直列ﾕﾆｯﾄ

機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

15．接　地　極 　図面に特記無き接地極は、次表の「接地極一覧表」による。

接 地 の 種 類

・　共同接地

・　共同接地

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

・　Ｄ種

・　高圧避雷器

・　交換装置用

・　通信用

・　通信用

・　測定用

・　構造体接地

・　等電位接地

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

記　　号 接 地 抵 抗 値 接地極の規格・数量

「接地極一覧表」

Ω以下

・　電話引込口
の保安器用

ＥＡ･Ｂ･Ｃ･Ｄ

ＥＬＨ

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＤｔ

ＥＤｔ

Ｅ０

ＥＡ･Ｃ･Ｄ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＤ

１０Ω以下

Ω以下

Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又は Ｗ=40,L=1200）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=10,L=1500 又は Ｗ=30,L=1200）×3 連 - 　組

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又は Ｗ=30,L=900） ×１

※（報告書：大地抵抗率測定表及び解析グラフ、接地設計、工事写真等）

直径１４mm、長さ１５００mmの接地棒を打ち込み、

JIS C1304（接地抵抗計）に規定するものを用いて行う。

大地抵抗率測定器（ウェンナーの４電極法によるもの）を用いて行う。

測　　　定　　　方　　　法

接地抵抗

大地抵抗率

測定種別

　敷地内の３箇所において、大地抵抗率の測定及び試験電極施工による接地

抵抗の測定を次により行い、その報告書を監督職員に提出する。

　合成樹脂製可とう電線管 (ＰＦ管) 及び付属品は、タイプ - 25 のものを

使用する。なお、電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製とするが、

コンクリート打ち込み部分は金属製としても良い。

　ただし、金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする。

16．接地調査

17．合成樹脂管配線

　薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用して

も良い。

　分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配管経路、電線の太さ、電線

本数、管径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

　ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　次の露出配管は、塗装を行う。

（　・  屋外    　　・　屋内　　　　　・　　　　　　　　　　　）

　ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線、合成樹脂管配線の項

による。

　最上階の天井スラブへの埋め込み配管は、原則として避けるものとする。

　地中配線で、特記なき埋設深さは 0.6ｍ 以上とする。

　なお、地中配線には標識シート等（２倍長以上重合せ）を設ける。

　ハンドホール等の鉄蓋は、鋳型流し込みで用途名を表示する。

　電力及び電話引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通

信事業者と打ち合わせのうえ監督職員と協議により施工する。また、外線工

事負担金などの調査報告を監督職員に速やかに行う。

18．薄鋼電線管

19．電線本数・管路等

20．金属管の塗装

21．保　護　管

22．最上階の

埋め込み配管

23．地中配線の

埋設深さ等

24．ハンドホールの蓋

25．電力・電話の

引き込み

構内通信線路の用途名　（　・　通信　　　　・　　　　　）

構内配電線路の用途名　（　・　電力　　　　・　　　　　）

　一般照明の照度測定を（　　　箇所）測定し、監督職員に報告する。

　なお、測定する場所は、監督職員と協議とする。

２．照度測定

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

　発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

　金属管配線において、電動機容量 7.5ｋＷ 以下は金属管を接地線とする。

　原動機・発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線

　本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、

　本工事の分電盤・実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は、

は、監督職員の承諾を受けて多少相違しても差し支えない。

JIS C 8201-2-1：附属書XC(参考)「電灯分電盤用協約形回路遮断器」による。

　低圧配電盤に用いる配線用遮断器は埋込形とし、全て警報接点付きとする。

　太陽電池アレイの配置が決定した際、周辺環境への影響（日影・反射光等）

関連する設備の施工及び機器製作前に監督職員と協議し、指示を受けること。

を監督職員に報告すること。

　また、漏電遮断器の寸法と定格は、JIS C 8201-2-2：附属書XC(参考)

「電灯分電盤用協約形回路遮断器」による。

４．発電機回路用ｺﾝｾﾝﾄ

５．電動機等の接地

８．自家発電設備

10．設備機器容量等

６．分電盤・実験盤

７．低圧配電盤

９．太陽電池アレイ

の配管工事等

の設置

　図面に特記なき場合は、次表「蛍光灯器具の安定器の種類」による。

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 安定器の種類 電　圧

Ｈｆ形　Ｐ32形

Ｈｆ形　Ｐ45形

Ｈｆ形 　Ｈ16形、Ｈ24形、Ｈ32形

Ｈｆ形　Ｈ42形

Ｈｆ形　16形

Ｈｆ形　32形
Ｈｆ直管形

ＰＮ

ＰＮ

ＰＮ

ＰＸ

ＰＨ

ＰＸ

コンパクト形
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ電圧に

対応すること

３．蛍光灯安定器

　・ランプ

　局線の新増設移転の手続きは、本工事とする。

　最上階フロアのコンクリート打設前に、受信電波の電界強度測定を 3 か所

以上行うこと。また、その報告書を監督職員まで提出すること。

・ EM-UTPケーブルは、使用用途が判別できるようシース色等を変えること。

１．局　　　線

２．電界強度の測定

３．ケーブル

　事前調査　

　調査項目　

　調査範囲　

　調査方法　

　仮電源　

　仮設備期間　

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造、

仕上げ、機能共、在来にならい補修する。

・　本工事

・　照度測定

・　図示による

・　図示による

・　受変電設備

・　　　ヶ月

・　別途工事

・　電力測定

・　工事範囲

・　目視　

・　発電設備

・　図示による

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場

　養生範囲　

　養生方法　

合はダイヤモンドカッターによる。

・　図示による

・　図示による

・　既設配管配線ルート

１．施工調査

２．仮設備工事

３．養生その他

５．は　つ　り

４．養生の範囲

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　非破壊検査による埋設物の調査（　・　要　　・　不要　）　とする。

　なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

・　実施する

　試験方法

・　実施しない

（　・　引張試験　　　　　・　　　　　　　）

　※公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）第8章11節（8.11.5）による。

　対象ｱﾝｶｰ （　・　接着系アンカー　　・　金属系アンカー　　）

　確認強度 （　・　図示による　）

８．既設との取り合い

６．非破壊検査

施工後確認試験

７．あと施工ｱﾝｶｰの

１．設備機材等 　下表に示す設備機材等の製造者等は次の(1)から(6)の事項を満たすものと

(1)品質及び性能に関する試験データ が整備されていること。

(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

(3)安定的な供給が可能であること。

(4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得し

(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとし

　て機能するものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工

製造業者等名機　　　　材　　　　名

し、証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出

　体制が整えられていること。

　ていること。

して承諾を受けるものとする。

１．照明制御

総合動作試験

　照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い、監督職員に試験

成績書を提出し、承諾をうける。

・　目標照度設定のための各調光センサー（夜間及び日中）

・　在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー

・　タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認

・　外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

注）上記試験項目は全数確認とする。
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（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

・　石綿含有品 （ ・ 　　　　　 　 　・　　　　　　　)

　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」

（平成9年7月31日建設省告示第1536号、最終改正平成20年3月28日国土交通

省告示第1151号）に基づき指定された低騒音型・低振動型建設機械を使用す

る。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出

するものとする。

12．騒音・振動の防止

なお、標準仕様書中「請負者」とあるのは、「受注者」と読み替えるものとする。
・ EM-CPEEケーブルは、EM-FCPEEケーブルを使用しても良い。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購

入法」という。）の特定調達品目の判断基準は、「環境物品等の調達の推進に

関する基本方針（平成24年２月）」による。ただし、東日本大震災の影響によ

り、特定調達品目の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮され

進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、

　グリーン購入法（平成12年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推

ていること。」）に留意すること。

トイレ棟

４．工事写真 営繕工事写真撮影要領（平成２４年版）によるほか、監督職員の指示による。

５．営繕工事電子納品 営繕工事電子納品要領（平成２４年版）による。　成果物は１部とする。

部数等は監督職員の指示による。

照明制御装置

蛍光灯器具

可変速運転用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

高圧交流遮断機

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置（ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連系保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御（監視制御装置）

高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

　　　い材料で、設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区

　　　分に応じた材料を使用する。

　けた材料

②建築基準法施行令20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受

第三種

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発

　散建築材料

②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を

　受けた材料

・　蓄電池は関係法令等に従い適切に処理する。  
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　４．電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

　　　　分　　類　　　　資　機　材　名　　　　　　適　用　範　囲　　　　　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等　　　　　　　　　　　

　　　電線　　　　　　電線、ケーブル類　　　　一般配線工事に使用する　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（エコ電線・ケーブルを　もので、エコ電線・ケー　・ＪＣＳ(日本電線工業会規格)規格適合品　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　を優先使用）　　　　　　ブルのあるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外の一般配線工事　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に使用するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　耐火、耐熱電線　　　　　耐火・耐熱性を必要とす　・登録認定機関（(社)電線総合技術センター）または指定認定　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る場所に使用するもの　　　機関（(社)日本電線工業会（耐火・耐熱電線認定業務委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））により認定または評定されたもの　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)日本電線工業会により自主認定（評定）されたもの　　　

　　　　　　　　　　　圧着端子　　　　　　　　一般配線工事に使用する　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　裸圧着スリーブ　　　　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電線保護物類　　金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ　一般配線工事に使用する　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、　もの　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を　
　　　　　　　　　　　合成樹脂製可とう管、可　　　　　　　　　　　　　　定める省令の適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　とう電線管、フロアダク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ト、各付属品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　配線器具　　　　コンセント、スイッチ　　一般配線工事に使用する　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定める省令の適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　照明器具　　　　蛍光灯器具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（省エネ型を優先使用）　　　　　　　　　　　　　・(社)日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　非常用照明器具　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定認定機関による型式適合認定または型式部材等製造者認　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証、を受けたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)日本照明器具工業会の自主評定を受け、ＪＩＬ５５０１　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の適合マークが貼付されたもの　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　誘導灯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・登録認定機関（(社)日本電気協会（ＪＥＡ誘導灯認定委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））の認定を受け、認定証票が貼付されたもの　　　　　　　

　　　　　　　　　　　その他の照明器具　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品　　　　　

　　　　　　　　　　　安定器　　　　　　　　　高周波点灯専用形蛍光灯　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子安定器　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外のもの　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)日本電球工業会規格（ＪＥＬ）適合品　　　　　　　　　

　　　照明制御装置　　センサ、照明制御部等　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　インバータ装置　可変速運転用インバータ　可変速電動機用　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　換気扇　　　　　窓用換気扇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　雷保護装置　　　避雷針設備（突針、支持　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　管、引下げ導線、試験用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　接続端子箱、他）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　サージ保護　　　アレスタ（避雷器）　　　低圧用ＳＰＤ　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　デバイス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは｢設備機材等評価名簿｣による　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信用ＳＰＤ　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　盤類　　　　　　分電盤、実験盤　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　制御盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)日本配電制御ｼｽﾃﾑ工業会規格（ＪＳＩＡ）適合品　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　消防防災用制御盤　　　　消防用加圧送水装置、不　・登録認定機関（(財)日本消防設備安全センター（消防用設備　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活性ガス消火設備及びハ　　等認定委員会））の認定を受け、認定証票が貼付されたもの　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゲン化物消火設備に使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用するもの、火災通報装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置、総合操作盤等の消防　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用設備等の認定対象品目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不活性ガス消火設備等の　・(財)日本消防設備安全センターの性能評定を受け、評定証票　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作箱、新ガス系消火設　　が貼付されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備擁制御盤、非常通報装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置等の消防防災用設備機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器の性能評定対象品目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　キュービクル式配電盤　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　高圧スイッチギヤ　　　　ＣＷ形、ＰＷ形　　　　　・(社)日本電機工業会規格（ＪＥＭ）適合品　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　高圧機器　　　　高圧限流ヒューズ、高圧　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　負荷開閉器、高圧避雷器　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは｢設備機材等評価名簿｣による　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　断路器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　

　　　遮断器　　　　　高圧交流遮断器　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　配線用遮断器、漏電遮断　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　変圧器　　　　　高圧変圧器　　　　　　　特定機器　　　　　　　　・(社)日本電機工業会規格（ＪＥＭ）適合品のトップランナー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変圧器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定機器以外の変圧器　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　

　　　コンデンサ　　　高圧進相コンデンサ　　　直列リアクトルを含む　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※コンデンサのメーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　

　　　　　　　　　　　低圧進相コンデンサ　　　直列リアクトルを含む　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　計器用変成器　　計器用変圧器、計器用変　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　流器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　

　　　計器　　　　　　電圧計、電流計、周波数　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　計、力率計、電力計、電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　力量計（無検定、検定付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　）、他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　継電器　　　　　保護継電器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　

　　　絶縁監視装置　　絶縁監視装置　　　　　　高圧回路用、低圧回路用　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　分　　類　　　　資　機　材　名　　　　　　適　用　範　囲　　　　　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等　　　　　　　　　　　

　　　直流電源装置　　蓄電池　　　　　　　　　消防用設備以外に使用す　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもの　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　整流装置　　　　　　　　防災電源用以外に使用す　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　防災電源用　　　　　　　消防用非常電源、非常灯　・登録認定機関（(社)日本電気協会（ＪＥＡ蓄電池設備認定委　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等用予備電源　　　　　　　員会））の認定をうけ、認定証票が貼付されたもの　　　　　

　　　交流無停電　　　交流無停電電源装置（Ｕ　定格出力３００ｋVA以下　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　電源装置　ＰＳ）　　　　　　　　　のもの　　　　　　　　　・(社)電気学会電気規格調査会規格（ＪＥＣ）適合品　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　

　　　発電設備　　　　ディーゼル発電装置　　　防災電源用以外に使用す　・発電機及び原動機（ディーゼル機関）はＪＩＳ規格又は(社)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもの　　　　　　　　　　日本電機工業会規格（ＪＥＭ）の適合品　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ガスタービン発電装置　　防災電源用以外に使用す　・発電機及び原動機（ガス機関）はＪＩＳ規格又は(社)日本電　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るもの　　　　　　　　　　機工業会規格（ＪＥＭ）の適合品　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　防災電源用　　　　　　　消防用非常電源、非常灯　・登録認定機関（(社)日本内燃力発電設備協会）の認定を受け　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等用予備電源　　　　　　　、認定証票（長時間形）が貼付されたもの　　　　　　　　　

　　　太陽光発電装置　パワーコンディショナ　　出力１０kW未満のもの　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（系統連係保護機能を有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するものを含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出力１０kW以上のもの　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（系統連係保護機能を有　※メーカーは「設備機材等評価事業名簿」による　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するものを含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　太陽電池アレイ（太陽電　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品で高効率型のもの　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　池モジュール及びアレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　接続箱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　架台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・太陽電池アレイの製造者が推奨するもの　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・太陽電池アレイの製造者が同等と認めたもの　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・上記と同等であると認められるもの　　　　　　　　　　　　

　　　構内交換装置　　交換機、局線中継台、電　　　　　　　　　　　　　・登録認定機関（(財)電気通信端末機器審査協会（ＪＡＴＥ）　
　　　　　　　　　　　源装置、電話機　　　　　　　　　　　　　　　　　　等）の技術基準適合認定を受け、適合表示が貼付されたもの　

　　　拡声装置　　　　非常用放送設備　　　　　非常用放送設備として使　・登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用するもの　　　　　　　　が貼付されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　テレビ共同　　　アンテナ、ブースター、　右記の認定品のあるもの　・優良住宅部品（ＢＬ部品）の認定を受けたもので、ＢＬマー　
　　　　　　受信装置　混合器、分波器、分岐器　　　　　　　　　　　　　　ク証紙が貼付されたもの又は当該品であると証明できるもの　
　　　　　　　　　　　、分配器、テレビ端子、　　　　　　　　　　　　　・ＮＨＫ共同受信施設使用機材仕様規格適合機器の認定を受け　
　　　　　　　　　　　他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たもので、証明するマークが貼付されたもの又は当該品であ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると証明できるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＥＩＴＡデジタルハイビジョン受信マーク登録品の認定を　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受けたもので、ＤＨマークが貼付されたもの又は当該品であ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると証明できるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・上記と同等であると認められるもの　　　　　　　　　　　　

　　　監視カメラ装置　カメラ、モニタ、録画装　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　置、他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　自動火災報知　　感知器、発信機、中継器　　　　　　　　　　　　　・登録検定機関（日本消防検定協会）の検定を受け、検定合格　
　　　　　　　　装置　、受信機、漏電火災警報　　　　　　　　　　　　　　証票が貼付されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　中央監視制御　　中央監視制御装置　　　　　　　　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿」による　　　　　　　　　
　　　　　　　　設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　マンホール　　　蓋　　　　　　　　　　　鋳鉄製　　　　　　　　　※メーカーは「設備機材等評価名簿（機械設備機材評価名簿・　
　　　ハンドホール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋳鉄製ふた）」による　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　桝　　　　　　　　　　　レディミクストコンクリ　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ート、セメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電柱　　　　　　コンクリート柱　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＪＩＳ規格適合品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納
　　　　　品書にＪＩＳマーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　　　・「設備機材等評価名簿」とは、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材・機械設備機材）」
　　　　　の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある場合に
　　　　　のみ有効とする。
　　　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類
　　　　　を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用でき
　　　　　るものとする。

◆Ⅳ　完成書類
　　　引き渡し時には下記の書類を提出する。

　　　　　　名　　　　　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成書類　　　　　部数　　

　　　完成図（原図サイズ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工図（製本）　　　１部　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工図（製本）　　　１部　　

　　　完成図（原図サイズＡ４折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　　　１部　　

　　　完成図（Ａ３版縮小二つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工図（製本）　　　２部　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工図（製本）　　　２部　　

　　　機器完成図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　　　１部　　
　　　　・制御システム図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・システム系統図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・資・機材一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機器完成図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・試験結果報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工場試験成績書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・各種計算・検討書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・予備品・付属品一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機器銘板の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・検査済証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・保証書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・メンテナンス要領書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・メンテナンス参考業者一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・官公庁手続き書類一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・官公庁手続き書類の写し（表紙のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・その他監督員の指示するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊各種書類には一覧表を作成し、インデックスも付けること。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　保全に関する資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　　　１部　　
　　　　・制御システム図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・システム系統図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・資・機材一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機器完成図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・試験結果報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工場試験成績書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・予備品・付属品一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機器銘板の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・保証書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・メンテナンス要領書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・メンテナンス参考業者一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・その他監督員の指示するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊各種書類には一覧表を作成し、インデックスも付けること。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　工事に関する書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　　　１部　　
　　　　・工事カルテ受領書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・施工計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・施工要領書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・部分下請負通知書及び下請負契約書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・施工体制台帳及び施工体系図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・総合評価方式技術提案履行確認協議書及び確認書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事進捗状況報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・各種計画書及び報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・排出ガス対策型建設機械使用報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事日報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事打合簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・段階確認書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事事故報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・安全管理関係書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・使用機材届出書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事材料搬入報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機器明細図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・機材の品質及び性能証明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・各種計算・検討書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工場試験成績書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・試験結果報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・計測機器類校正証明書又は精度保証書の写し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・産業廃棄物処理集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・現場発生品調書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・再資源化等完了報告書（特定建設資材廃棄物）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・工事写真（サムネール及び代表写真）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・足場施工写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・完成写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・検査立会者名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・指示事項履行報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・手直し結果等報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・その他監督員の指示するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊各種書類には一覧表を作成し、インデックスも付けること。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　官公庁手続き書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　　　１部　　
　　　　・官公庁手続き書類一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・官公庁手続き書類（本冊）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電子納品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部　　

　　　完成検査写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　

　　　工事目的物引渡書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部　　
　　　引渡目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　工事書類預かり書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　注　・保全に関する資料は、国土交通省「施設保全マニュアル作成要領」を参照する。
　　　　・改修工事等は既存の完成図を修正すること。
　　　　・白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、工事名、工期、竣工図（又は施工図）、
　　　　　受注者名」を印字（シール不可）すること。
　　　　・作成しがたい場合は、監督員との協議による。
　　　　・上記表は標準の部数であり、詳細については監督員の指示による。
　　　　・その他監督員の指示する書類を作成して提出すること。
　　　　・ファイルはチューブファイル以上とする。
　　　　・完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

Ⅴ　機器標準取付高さ
　　標準的な高さであり、詳細については監督員と協議する。（○印はバリアフリー対応）

　　　　　　　　　　　　　名　　　称　　　　　　　側　点　　　　　取付高さ（㎜）　　　　　　　備　　　　　考　　　　　　　　　

　　　電力　　　　　接地端子盤　　　　　　　　　床上～下端　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　取引用計器　　　　　　　　　地上～窓中心　１,８００～２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　引込開閉器　　　　　　　　　床上～中心　　１,８００～２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電灯　　　　　分電盤　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　スイッチ　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　○１,０００㎜ 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（一般）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　○４００㎜　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（和室）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（台上）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　１５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（ＷＰ）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（地下）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　コンセント（土間）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ブラケット（一般）　　　　　床上～中心　　２,１００～２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ブラケット（鏡上）　　　　鏡上端～中心　　　　　　　　　１５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ブラケット（処理場）　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　動力　　　　　壁掛型制御盤　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　手元開閉器　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　操作スイッチ　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電話　　　　　端子盤　　　　　　　　　　　床上～下端　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　保安器盤　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁位置ボックス　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁位置ボックス（和室）　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　時計・拡声　　壁掛型親時計　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　子時計　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁掛型スピーカ　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　２,５００㎜ 　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　アッテネータ　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　表示　　　　　表示器　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁付発信器　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ベル・ブザー・チャイム　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　インターホン　壁付インターホン　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁位置ボックス　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　壁位置ボックス（和室）　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　子機（身障者用）　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,１００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　呼出しボタン（身障者用）　　床上～中心　　　　　８００～９５０　便座先端から後方へ100～200㎜　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２個目（高700㎜、便座先端から前方400㎜）　

　　　　　　　　　　表示灯（身障者用）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,８００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　テレビ　　　　機器収容箱　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　直列ユニット　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　直列ユニット(和室)　　　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　火災報知　　　受信機・副受信機　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　発信器　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　表示灯　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,８００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ベル　　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　参考資料：高齢者が居住する住宅の設計に係る指針（最終改正　平成２１年国交省告示第９０６号）
　　　　　　　ユニバーサルデザインのまちづくり施設　整備マニュアル　（平成２０年４月　三重県）
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機械設備工事特記仕様書

1 工事名称

2 工事場所

3 建築概要

4 適用基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による

三重県公共工事共通仕様書（平成24年7月） 

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成25年版」

「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成25年版」

「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）平成25年版」

「建築、電気、機械設備工事監理指針平成25年版」

国土交通省国土技術政策総合研究所監修

「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」

なお、以下において選択する事項は、■印のついたものを適用する。

5 一般事項

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各適用基準に準拠し、監督員

指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書とおりに施工することで将

来不具合が発生しうると判断される場合については、その都度、監督員と協議すること。なお設計

図書とおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、改善策を講じること。

　他工事との取り合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努

めること。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示

により手直し施工を行うこと。

(1) 提出図書

1） 工事書類　： ・施工計画書 ・打合記録 ・材料搬入報告書

各１部ずつ ・施工要領書 ・工程表 ・安全・訓練実施記録 

・機器明細図 ・工事日報 ・品質確認書類

・工事写真（データ）　　等

2） 工事完成図書： ・完成図（竣工図｛製本3(原寸 1部､A3(見開き) 2部｝・施工図｛製本1部｝

・機器完成図（ファイル等2部）

・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書）　2部

・機器性能試験成績書　2部

・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　2部

・官公署届出書類控、検査済証　2部

・出来形確認書類　2部　等

※ 竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。

※ 工事書類は営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編、工事完成図書編）

に基づき電子納品すること。

※ 工事写真は営繕工事写真撮影要領（平成24年版）に従い撮影すること。

※ 建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。

(2) 機器及び材料等

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、

機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。

尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、

メーカー選定にあたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による

環境物品等の調達推進に関する法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの

環境に優しい（環境物品）の調達に努める。

又、重量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。

(3) 官公署等への届出手続

工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、受注者が遅滞なく行い、これに

要する費用も負担する。

1） 消火器の設置届については、機械設備にて設置届を提出する必要がある場合、

届出を行うこと。

2） 防火対象物使用開始届については、書類の作成（機械設備図面の用意及び

機械設備に関する部分の記述）を行うこと。

(4) 品質管理

工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。

チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

(5) 出来形管理

以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。

1) 各種機器据付

・ 耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）

・ 基礎寸法 ・ 水平、垂直等

2) 配管・ダクト工事

・ 支持間隔 ・ 振れ止め支持間隔

3) 屋外排水工事

・ 排水勾配 ・ 桝の深さ

4) 水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ

(6) 製品確認

発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、試

験・検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

□ 適用する ■ 適用しない

(7) 耐震安全性の分類

　構造体（　）類　　建築非構造部材（　）類　　建築設備（　）類

(8) 機器の地震力（主要機器）

機器名

設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       )地域係数   (1.0)

水槽類

設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       )地域係数   (1.0)

その他監督員が指示するもの

(9) 冷媒（フロン類）の回収　　　□適用する　　　　　□適用しない

　　冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編 ２．４．３により、次の

　書類の写しを監督員に提出すること。

　 ・フロン回収行程管理票

   ・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

　撤去する前にフロンを屋外機ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行うこと。

　パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても、上記に準じて

  冷媒の大気中への飛散を防止する措置を講じること。

三重県立看護大学トイレ設備等建設工事 6 工事種目　　給排水衛生設備工事

(1)　屋外給水設備工事 (2) 屋内給水設備工事 (3)　屋外排水設備工事

(4) 屋内排水通気設備工事 (5)　衛生器具設備工事

空調設備工事
(1) 換気設備工事

7 工事概要

給排水衛生設備工事　

(1) 給水設備工事

(2) 屋外排水設備工事

に至る配管、桝を勾配に十分留意し敷設するものとする。

桝は公団型、現場打ちまたはプラスチック桝とする。

(3) 屋内排水通気設備工事

本工事は汚水、雑排水を分流式（又は合流式）により屋外桝に接続放流する。

(4) 衛生器具設備工事

衛生器具を所定の位置に附属金具により堅固に取り付けるものとし、陶器の

色は監督員と協議の上決定する。

空調設備工事

排気ファン、全熱交換器、天井扇の設置ならびに付帯ダクト設備を行うものとする。

(1) 換気設備工事

8 総合調整

(1)　風量調整

適用する □ 適用しない

(2)　水量調整

適用する □ 適用しない

(3)　室内外空気の温度測定

□ 適用する 適用しない

(4)　室内外空気の湿度測定

□ 適用する 適用しない

(5)  室内気流及びじんあいの測定

□ 適用する 適用しない

(6)  騒音の測定

□ 適用する 適用しない

(7)　飲料水の水質の測定(水道法施行規則第10条による水質検査）

□ 適用する 適用しない

のうち　一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

有機物（全有機炭素（TOC）の量）、ｐH値、味、臭気、色度、濁度　について測定を行なうこと。

　 ※遊離残留塩素　については、上記適用の有無にかかわらず、測定を行なうこと。

（8)　その他（　　）

□ 適用する □ 適用しない

9 工事細目 配管種類を選択し、　□にチェックを入れること　（□⇒■等）

　(1) 配管材料 部分的に配管種類を変更する場合は、図面内に明記すること。

給水管 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116

(一般; SGP-VA, VB 　地中　; SGP-VD)

□ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011

(一般; SGP-FVA, FVB 　地中　; SGP-FVD)

※ 継ぎ手はコア内蔵型とする。

※ 給水管100Aはねじ又はフランジ接合、125A以上は

フランジ接合(工場加工）とする。

水道用硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6742

(一般・地中 ; HIVP)

□ 水道配水用ポリエチレン管　JWWA K 144　（地中：PE）

□ 水道用ステンレス鋼鋼管　JWWA G 115

□ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

□ 配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3459

※ 地中埋設管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

上げた所までとする。

雑排水管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

土間：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

□ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

通気管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。 RF-VPは屋外露出不可

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

汚水管 □ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 042

※ 同上ＭＤ継ぎ手　JPF MDJ 002

土間：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

□ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

屋外埋設排水 硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・ＶＵ)

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

□ 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　AS-58 (RＥＰ-VU)

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　JIS K 9797 (RS-VU)

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

□ コンクリート管　JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）

（1類水路用遠心力鉄筋コンクリート管）

■■

■

■

■

※ 弁類 揚水ポンプまわり、消火ポンプまわり、水道直圧部は　10Ｋとし、それ以外は

5Ｋ とする。

塩ビライニング鋼管に使用する際は、管端防食コア付き、又はライニング弁を使用すること。

※ 横走り管の吊り間隔

鋼管 100A以下　　－　　2m 以下

125A以上　　－　　3m以下

ビニル管  80A以下　　－　　1m 以下

耐火二層管 100A以上　　－　　2m以下

銅管

鉛管 1.5m以下

鋳鉄管 標準図による

※ 横走り管形鋼振れ止め支持間隔

支持間隔 6m以下 8ｍ以下 12ｍ以下

鋼管 - 65A～100Ａ 125A～

鋳鉄管

ビニル管

耐火二層管 25A～40A 50A～100A 125A～

銅管

(2) ダクト工事

矩形ダクト □ 亜鉛鉄板　JIS G 3302 (SGCC 、SGCCA)　鍍金付着Z18以上

□ ステンレス鋼板　JIS G4305

工法 □ アングルフランジ工法

□ 共板フランジ工法

□ スライドオンフランジ工法

形鋼補強 □ 山形鋼　　　JIS G 3101 □ SUS鋼材　　JIS G 4317

丸ダクト　　 スパイラルダクト

□ 下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管　(多湿箇所）　AS-62 (RS-VU)

■

(3) 保温塗装工事

1） 材料

グラスウール保温材 保温筒　JIS A 9504 2号　40K

（屋内一般等） 保温板、保温帯　JIS A 9504 2号　40K

給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □

（屋外等）

□ 給湯管（70℃以上） □ 温水管 □ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管

□ 冷媒管 □ □ □

□ ロックウール保温材 保温板、保温帯、ブランケット

（防火区画貫通部等） 1号JIS A 9504

□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ 消火管

■

■

ポリスチレンフォーム保温材 保温筒　JIS A 9511 3号

保温板　JIS A 9511 3号

給水管 □ 排水管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷水管（2～4℃）

□ ブライン管 □ □ □

（屋外等）

□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管（70℃以下） □ 冷水・冷温水管

□ ブライン管 □ 消火管 □ □

■

2) 保温厚

・ グラスウール、ロックウール

保温厚　（mm） 20 25 30 40 50

給水・排水・ドレン・給湯 ～80A 100～150A - 200A～ -

膨張・温水・消火管

蒸気管 ～25A - 32～50A 65A～ -

冷水・冷温水・冷媒管 - - ～25A 32～200A 250A～

・ ポリスチレンフォーム

保温厚（mm) 20 25 30 40 50 65

給水・消火・排水管 ～80A 100A～ - - - -

冷水・冷温水管 - - ～25A 32～200A 250A～ -

冷水管（冷水温度2～4℃） - - ～20A 25A～100A 125A～ -

ブライン管 - - - ～25A 32～80A 100A～

3） 種別

給排水衛生設備配管の保温仕様(R、G保温材の仕様のみ)

１ ２ ３ ４

屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上

天井内・ＰＳ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧保温筒 アルミガラスクロス粘着テープ

暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

屋外露出 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム SUS鋼板仕上

※ 1） 排水管については、上表暗渠内（ピット内）の仕様を防食テープ巻きに読み替える。

※ 2） サヤ管工法；架橋ポリエチレン・ボリブデン管使用の場合は、上表保温不要。

※ 3） 消火管の保温は北勢・伊賀の山沿い寒冷地に限る。 （消防打合せにより内容変更）

■

（屋内ピット等）

4） 施工

ダクト保温施工範囲

   １．ＳＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ２．ＥＡ

   ３．ＲＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　４．ＯＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　(例）外壁面から１ｍ程度　）

チャンバー内貼施工 □にチェック（□⇒■等）

□ 保温あり　　　■保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 内貼あり（　　　　　　ｍｍ　）　  　■内貼なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　）

 (4) スリーブ工事

1. 管スリーブの径は、原則として、管の外径（保温されるものは、保温厚さを含む）

より40mm程度大（=2サイズUP)なるものとする。

箱抜きスリーブは、木枠又は鋼板(実管ダクト）とする。

2. 地中部分のスリーブは、塩化ビニル管(VU)とし、水密を要する部分のスリーブは、

つば付き鋼管とする。

3. 請負代金額が1億を超える大規模工事については、地中梁以外の梁抜き

管スリーブは、亜鉛鉄板製とする。

4. その他のスリーブは、特記なき限り、紙ボイドとする。紙ボイド使用の際は、

配管前に必ず撤去のこと。

10 共通事項

1) 陸上ポンプ、送排風機（エアハン含む）の電動機は、すべて全閉防まつ形とし、

4極を原則とする。（加圧給水ポンプユニットを除く）。

2) 配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にすること。

3) 系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付を

行うこと。手書きもしくはカッティングシートとする。
4) 機器・配管・支持金物には、絶縁処理を行うこと。

機器、配管の耐震措置及び機器、ダクトの防振・消音については、標準仕様書

、標準図、施工監理指針及び建築設備耐震設計・施工指針に基づき十分考慮

5) 配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置し、最寄りの

ドレン管に接続すること。

屋外埋設管（給水、消火、ガス）には、埋設シートを敷設し、曲がり・分岐部には、

地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずること。

管は継ぎ手の組み合わせにより可とう性をもたせる。

接続箇所は必要に応じコンクリートで保護する。

土間配管は、土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持すること。

呼び径100A以下はM10、125A～250AはM12、250A以上はM16のステンレス

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、SUS又はSS溶融亜鉛

屋外設置のマンホール類には用途名を入れること。

合成樹脂製カバーの仕上げについては、要所にステンレスバンド及び菊座の取り付けを

すること。

6)

地中埋設標を施工すること。

7)

水栓は、節水機構付きのものを使用すること。8)

・

・

・

・

棒鋼を使用する。

メッキ仕上げとすること。

行うこと。

送風機用ベルトカバーには点検口を設けること。

9)

10)

11)

12）

13)

11 指定資材及び参考見積りメーカー

分類 資材名 規格・メーカー等　(アイウエオ順）

管 塩ビライニング鋼管 「水」マーク表示品　WSP規格品

配管用炭素鋼鋼管 JISマーク表示品

塩化ビニル管 JISマーク表示品　「水」マーク表示品

リサイクル塩化ビニル管 JISマーク表示品　塩化ビニル管・継手協会規格品

鉛管 SHASE-S表示品

銅管 冷媒用 ㈱イノアック住環境　㈱コベルコマテリアル銅管

㈱UACJ銅管　因幡電機産業（株）　または同等品以上

ダクタイル鋳鉄管 水道用 「水」マーク表示品

ステンレス鋼管 JISマーク表示品　「水」マーク表示品

耐火二層管 国土交通大臣認定品

継手 ライニング鋼管継手 管端防食 JPF規格品　「水」マーク表示品

フランジ WSP規格品

鋼管継手 外面含む JISマーク表示品　JPF規格品　WSP規格品

ビニル管継手 JISマーク表示品　「水」マーク表示品

銅管継手 冷媒用 ㈱イノアック住環境 　東洋フイツテング㈱

因幡電機産業（株）　または同等品以上

ステンレス鋼管継手 JISマーク表示品　SAS規格品　「水」マーク表示品

耐火二層管継手 国土交通大臣認定品
伸縮管継手（ベローズ形、スリーブ形） JISマーク表示品(ベローズ型)　SHASE-S表示品(スリーブ型 )　

可とう継手 トーフレ㈱　日立金属㈱　㈱ベン　㈱ヨシタケ　

または同等品以上

弁 青銅弁・鋳鉄弁 JISマーク表示品

その他弁類 ㈱キッツ　東洋バルヴ㈱　日立金属㈱　㈱ベン

㈱ヨシタケ　または同等品以上

保温材 グラスウール保温材 JISマーク表示品

ロックウール保温材

ポリスチレンフォーム保温材

ポンプ 横型遠心ポンプ 設備機材等評価名簿による。

類 水中モーターポンプ

（汚水用、雑排水用、汚物用)

立形遠心ポンプ

電動機 電動機 シンフォニアテクノロジー㈱　㈱東芝　㈱日立製作所

富士電機㈱　パナソニック㈱　三菱電機㈱

㈱明電舎　または同等品以上

衛生 衛生陶器・水栓 JISマーク表示品

器具 衛生器具ユニット 設備機材等評価名簿による。

桝 桝類 公団型 協和コンクリート工業㈱　ネオジオインフラテック㈱

桑名工業㈱　(有)丸八産業　または同等品以上

塩ビ桝 （公社）日本下水道協会、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会

規格対象品又は準拠品

鋳鉄 排水金物 ㈱オオタケファンドリー　カネソウ㈱　ダイドレ㈱

製品 ㈱中部コーポレーション　　福西鋳物㈱

㈱ホクキャスト　または同等品以上

鋳鉄製蓋 マンホール蓋 設備機材等評価名簿による。
弁桝蓋

送風機 遠心送風機（多翼形送風機） 設備機材等評価名簿による。

斜流送風機

軸流送風機

消音ボックス付送風機

換気扇 換気扇類 テラルクリタ㈱　㈱東芝　日立アプライアンス㈱　

パナソニック㈱　三菱電機㈱　または同等品以上

ダクト 吹出口・吸込口 設備機材等評価名簿による。

付属品 風量ユニット（定風量、変風量）

ダクト 亜鉛鉄板 JIS規格品

ステンレス鋼板 JIS規格品

スパイラルダクト ㈱栗本鐵工所　（株）新富士空調　フジモリ産業㈱　

または同等品以上

フレキダクト アライ実業㈱　㈱オーツカ　㈱栗本鐵工所

または同等品以上

【注記】 ① JISマーク、水マーク（JWWA:日本水道協会規格）、WSP(日本水道鋼管協会規格）、

SHASE-S(空気調和・衛生工学会規格）、JPF(日本金属継手協会規格）

SAS(ステンレス協会規格）の番号については、「公共建築工事標準仕様書

（機械設備工事編）」「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」による。

② JISマーク表示品と指定された資材は、工業標準化法施工規則に基づき、製品・包装

の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にJISマーク表示のあるものとする。

③ 設備機材等評価名簿とは、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」

設備機材等評価名簿（最新版）をいう。但し、評価名簿による場合、

「納入地区及びアフターサービス地区」に中部地区が含まれていて、

評価の有効期間内にある場合に有効とする。

本工事は、汚水、雑排水を第一桝より合流方式とし、既設桝

本工事は図示のごとく既設管接続以降を工事範囲とし、受水槽、加圧給水ポンプ

による加圧給水方式により、所要の各所に給水する。直圧部の弁類は、水道局規

格品JIS 10K とし、加圧ポンプ以降については、JIS 5K を使用する。

三重県津市夢が丘１丁目１番地１

トイレ棟　Ｓ造　２階建て　延べ面積160.40㎡

消施令の適用　7項
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小　口　径　イ　ン　バ　－　ト　桝　

雨　水　用　小　口　径　桝　

種　　別

Ｓ－２

Ｒ－２

記　　号

２００φ

２００φ

桝　寸　法 蓋

下記による

下記による

記号

記号

備　　考

雨水用は、泥留バケット取付けの事。
小口径桝　特記なきは塩ビ蓋（鎖付）、Tと表示はＴ－14（鋳鉄蓋）、格子と表示は格子蓋とする。

名　称 男
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

男
子
手
洗
コ
ー
ナ
ー

女
子
ト
イ
レ

女
子
手
洗
コ
ー
ナ
ー

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム

男
子
手
洗
コ
ー
ナ
ー

女
子
ト
イ
レ

女
子
手
洗
コ
ー
ナ
ー

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム

合
計

品　番

1Ｆ 2Ｆ

3 1 0

1 03

4

1

1

1

1

1

1 0

1 0

3

4

4

1

1

2

4

1

1

1

5

3

1 03

1

1

1

1

1

1 0

1 0

3

4

4

1

1

2

4

1

1

1

5

1 0

4

4

8

8

2 6

2 0

2 0

2

6

2

2

2

2

2

8

2 6
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UH 4MC 9 0 0 BHN X 1 1   L = 9 0 0  オニックス程度　L 7 0 1 ( 手洗器） , T E N 1 2 L ( 自動単水栓） , T L 5 9 4 B P 3 R ( 排水金具）

U F S 8 0 0 C E

C F S 4 9 7 B , T C F 5 5 3 3 AU ( ウオシュレットP S 2 A )

UH 4MC 7 0 0 BHN X 1 1   L = 7 0 0  オニックス程度　L 7 0 1 ( 手洗器） , T E N 1 2 L ( 自動単水栓） , T L 5 9 4 B P 3 R ( 排水金具）

Y H 7 0 2

桝　仕　様

衛  生  器 　 具  表 　
小 口 径 桝

汚 水 桝

G L

基 礎 砂

V U 2 0 0

蓋 ( 塩 ビ 製 ， 水 封 形 ）
蓋 ( T - 1 4 製 ， 水 封 形 ） 又 は

５
０

汚 水 桝 施 工 要 領 図

名　　　　称記　　　　号

給　　水　　栓

図　示　記　号

混　合　水　栓

排　水　金　物

床　上　掃　除　口

弁　　　　　類

名　　　　称記　　　　号

給　　水　　管

通　　気　　管

汚　　水　　管

雑　排　水　管

ド　レ　ン　管

冷　　媒　　管R

D

換　　気　　ダ　　ク　　ト

OA 外　気　取　入　ダ　ク　ト

洋風便器

紙巻器

（フラッシュタンク式）

小便器

（二連式）

手洗器

手洗器

カウンター

カウンター MKWC ( 奥行6 0 0）　L = 3 6 0 0  手洗5連　オニックス程度　T E L 1 2 0 A S ( 自動単水栓） , T S 1 3 0 H R ( 水石けん供給栓）

掃除用流し S K 2 2 A , T K 2 2 , T 2 3 A E Q2 0 , T N 1 1 4 , T 9 R , T 3 7 S G E P

（センサー一体）

手すり

（L  型）

手すり T 1 1 2 C U 2 , T 1 1 0 D 3 R X 4 ( 固定金具）

化粧鏡 YMK 5 2 K（4 8 0Ｘ1 1 0 0）

T 1 1 2 C L 1 0  ( 7 0 0Ｘ7 0 0 ) , T 1 1 0 D3 R X 3 ( 固定金具）

（小便器）

（姿見）

化粧鏡

チャームボックス

フック

フック

フィッティングボード

YMK 5 0 K ( 3 0 0 X 1 5 0 0 )

Y K B 1 0 4 ( 容量6 L）アルミ調塗装

Y KH 2 2

Y KH 2 0

Y KA 4 0

MKWC ( 奥行6 0 0）　L = 2 2 0 0  手洗3連　オニックス程度　T E L 1 2 0 A S ( 自動単水栓） , T S 1 3 0 H R ( 水石けん供給栓）

M F T 3 N B 1 1  フロントパネル扉式（2 2 0 0）

M F T 3 N B 1 1  フロントパネル扉式（3 6 0 0）
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3 5 0

3 6 0
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4 0 0

3 9 0

3 7 0

ドロップ

40

40

100

200

50

50

下 水本管へ

200

100

100

100

100

100

100

COA100

COA100

既設 桝に接続

2 3 5 0

S 2

S 2

S 2 S 2

S 2

S 2

S 2

S 2

100

100 100100

100

既設 桝に接続

100

100

3 0 0

S 2

3 0 0
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R 2R 2

4 2 04 4 0

以降配置図参照
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換　気　機　器　表 フ ー ド 類 は 指 定 色 焼 付 塗 装 と す る

機器番号 機器名称

参考型番

台数

（Ｗ）

電源

（φ-Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様 消費電力

風　　量

付属品

形　　式

m3/h Pa

FE-1

FE-2

風　　量

付属品

形　　式

m3/h Pa

排風機

排風機

注記

1080 100

1-100 335

1-100 1F男子便所

2F男子便所

1F女子便所

2F女子便所

消費電力は参考とする。

550 80

155

2

2

BFS-120SC

BFS-80SC

ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　標準形

ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　標準形

SUS深形フード300φ(FD付)、防振吊金物、他一式

SUS深形フード200φ(FD付)、防振吊金物、他一式



SD200

SD150

SD150

SD200

SD300

SD200 SD200

F E

2

F E

1 同上チャンバー共

HS:300× 300

女子便所

EA:540m3/h

400× 400× 400H

2

2

同上チャンバー共

2

2

男子便所

HS:200× 200

EA:275m3/h

350× 350× 350H



SD200

SD150

SD150

SD200

SD300

SD200 SD200

F E

2

F E

1 同上チャンバー共

HS:300× 300

女子便所

EA:540m3/h

400× 400× 400H

2

2

同上チャンバー共

2

2

男子便所

HS:200× 200

EA:275m3/h

350× 350× 350H


